
幸広報f白� '97都� 29号� 11月号� | 

~色取り取りの花が
鮮やかにまちを染める~
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町の花・コスモスを育てようと花づくりグループ「コスモ

スの集PJ が，農村環境改善センターにおいて「コスモスフ

エステイノりんを開催しました。

会場周辺は，グループが育てたコスモスのプランタ300個で

飾られ，ロビーには，コスモスにちなんだ写真や絵画などの作

品が，町内外から訪れた人々を魅了していました。A ロビーや室内には様々な作品が展示

(世帯数) 2，074戸 (人口)男 3，510人女�  3，790人計�  7，300人(平成9年9月30日現在)⑩⑧⑨ 
(出生)男 1女� 1計� 2 死亡)男� 3女� 2計� 5 転入)男� 6女� 7計13 (転出)男 2女� B計10

⑨⑧ 広報かつう� 511月号第329号平成9年 月� 1日発行編集・発行勝浦町総務課� TEL (08854) 2-2511 FAX2-3028 
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女性会芸能大会

A 歌あり.踊りあり，劇ありの横瀬支部の A いろいろな趣好をこうした衣装 あでやかな着物で与川内支部の踊り

歌謡寸劇「横瀬橋だよおっ母さん」 中角支部の踊り「人生いろいろ」 「東京音頭」 

十
月
十
九
日
、
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
芸
能
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
岡
本

県
議
会
議
員
、
川
口
町
長
、
押
栗
議
長
、
平
山
教

育
長
の
ご
臨
席
は
じ
め
、
会
場
い

っ
ぱ
い
の
町
民

の
皆
様
に
ご
観
覧
い
た
だ
き
、
深
く
感
謝
い
た
し

て
お
り
ま
す
。

十
六
支
部
か
ら
二
十
三
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
で
、

そ
れ
ぞ
れ
が
ア
イ
デ
ィ
ア
い

っ
ぱ
い
、
楽
し
き
も
い

っ
ぱ
い
の
出
し
物
で
、
出
演
者
も
息
の
あ

っ
た
演

技
を
披
露
し
て
い
ま
し
た
。
踊
り
で
は
、
ジ
ャ
ン

ル
の
広
さ
に
感
心
を
し
ま
し
た
。
、
ダ
ン
サ
ー
あ
り
、

日
本
舞
踊
あ
り
、
コ
ミ
カ
ル
劇
に
近
い
踊
り
も
あ

り
と
様
々
で
、
衣
裳
も
千
差
万
別
で
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
寸
劇
も
歌
謡
を
取
り
入
れ
た
り
と
、
自
分

た
ち
が
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
た
勝
浦
町
な
ら
で
は
の

内
容
で
あ
り
、
レ
ベ
ル
の
高
さ
を
伺
い
知
る
思
い

で
し
た
。
会
場
か
ら
の
か
け
声
に
、
舞
台
か
ら
も

圃

つ

」

い

出
掛
�
 
.

凶
た

圃
じ
ん
�
 

-

圃
も
さ

一

園
を
僧

一
�
 

-
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一

逸

の

�
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さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

徳
島
県
同
和
教
育

一一
研究
大
会
に

ん
岨
畑

一

と
会
場
へ
呼
び
か
け
、
改
め
て
人
権

尊
重
を
ピ

1
ア
ー
ル
し
ま
し
た
。

最
後
は
、
県
婦
連
交
流
芸
能
大
会

一

で
発
表
し
た
「
男
女
共
同
参
画
社
会

一

実
現
」
に
向
け
た
ス
ト
ー
リ
ー
の
劇

司

で
、
女
性
が
日
常
生
活
の
不
合
理

に
気
付
き
、
ジ
エ
ン
ダ
|
に
敏
感
に
�
 -

エ
ン
パ
ワ
�
 メ
ン
ト
を
つ
け
、
人
権

一
�
 

l

A

参
加
し
て

勝
浦
町
女
性
会

会
長

坪
内
奈
津
子

十
月
十
六
日
、
十
七
日
に
開
催

さ
れ
た
徳
島
県
同
和
教
育
研
究
大

'
無
台
下
が
楽
し
そ
う

星
谷
支
部
の
踊
り

「
黄
色
い
さ
く
ら
ん
ぽ
」
�
 

会

・
女
性
活
動
部
会
で
の
報
告
を

女
性
と
し
て
「
部
落
問
題
を
解

決
す
る
た
め
に
、
ど
の
よ
う
に
実

践
し
て
い
る
か
」
が
課
題
で
あ
り

ま
し
た
。
木
沢
村
か
ら
は
、
対
象

地
域
が
な
い
た
め
女
性
自
身
が
身

の
ま
わ
り
の
不
合
理
な
差
別
に
つ

い
て
話
し
合
い
を
し
、
日
常
生
活

の
不
合
理
守
に
気
付
き
、
解
消
し

て
ゆ
く
こ
と
が
、
自
ら
の
差
別
心

を
な
く
し
、
あ
ら
ゆ
る
差
別
解
消

に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
、
と

呼
び
か
け
な
が
ら
演
技
す
る
姿
に
、
お
ひ
ね
り
ま

h
F

介
石

三
橋
美
智
也
の
歌
に
あ
わ
せ
た
衣
裳
で

踊
っ
た
今
山
支
部
の

「
三
橋
美
智
也
メ
ロ
デ
ィ
ー
」

1
v で

た
く
さ
ん
投
げ
て
い
た
だ
い
た
の
に
は
驚
き
ま

現
在
、
女
性

会
が
地
域
の
中

で
の
活
動
と
し

て
取
り
組
ん
で

い
る
人
権
啓
発

推
進
に
つ
い
て

の
寸
劇
で
は
、

「
差
別
を
し
な

い
・
さ
せ
な
い

・

許
さ
な
い
。
差

別
問
題
を
自
分

の
こ
と
と
し
て

考
え
て
、
解
消

実
現
に
向
け
て

進
み
ま
し
ょ
う
」

踊
わ

一一
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

恥「

一

nJ

-

気

回

一

一
冗
知

一

以
抗

一

コマ喰

働

一

J
r
'

A
 

の
意
見
で
し
た
。

技
↓
�
 
-

が
あ
り
ま
し
た
。
多
く
の
人
と
の

玖
川
�
 
…

ふ
れ
あ
い
、
心
の
交
流
を
重
ね
て
、

そ
れ
が
地
球
の
輪
、
人
権
の
和
の

広
が
り
と
な
り
、
社
会
が
明
る
く

開
け
、
大
き
く
変
わ
る
、
そ
し
て

差
別
解
消
は
我
が
こ
と
と
と
ら
え
、

I

R

 

一
一
日
目
は
、
鴨
島
町
か
ら
報
告

一
人
ひ
と
り
が
努
力
を
す
べ
き
と

回
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勝浦町

を夜紋の

1997年度

齢
問
う
と
の
意
図
で

支
唱
作
ら
れ
た
劇
を

棚
体
演
じ
ま
し
た
。

A
[
]
 

‘
 

場

吻

�

 A
7
回
の
芸
能

晴
れ
大
会
も
、
女
性

パ
リ
ラ

心
力
会
の
活
動
目
標

ル
配
で
あ
る
「
明
る

脚
吃
い
地
域
づ
く
り

芸
ケ

な
オ
を
目
指
す
」
こ
と
を
目
的
に
、
今
回
の
芸
能
大
会
を

A

自
負
し
て
お
り
ま
す
。

a最後のプログラム 女性会本部役員の

「勝浦へょうこそJ¥ート皿」で男女共同参画社会の実現を訴える。� 

歌
山
開
催
し
、
本
当
に
盛
会
裏
に
終
る
こ
と
が
で
き
た
と

出
削
の
確
立
を
図
ろ

("¥ 


A コミ力ルな動きにピントもボケた

企 シックな衣装で華麗にダンス

黒岩支部の「恋は天下のまわりもの」� 

a和・洋中の衣装を着た中山支部の

踊り「ヒットパレード」

A 腰のラインが悩ましい沼江 石原� 

地区のダンス「二人の銀座」

練
習
を
通
し
て
会
員
聞
の
交
流
と

親
睦
を
深
め
、
ま
た
本
番
で
は
観
客

と
演
技
者
の
交
流
が
あ
り
、
本
大
会

を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

女
性
パ
ワ
ー
の
爆
発
を
表
現
し
た
、

秋
の
長
く
楽
し
い

一
夜
を
過
ご
せ
た

こ
と
と
思
い
ま
す
。

女
性
た
ち
の
手
。
つ
く
り
の
、
二
年
に

一
度
の
お
祭
り
で
は
な
か

っ
た
で
し

ょ
う
か
。
本
大
会
関
係
者
の
皆
様
方

山西地区の踊り 「麦畑」� 

f 、¥同に
深
い
敬
意
と
、
心
か
ら
の
感
謝
を

申
し
上
げ
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

勝
浦
町
女
性
会

内

4.Tシャツと同じ色の髪に染め生名支部の踊り
企 ドキッ/ 坂本支部のフレンチ力ン力ン踊り ヘNAIこなって罷ろうがんばれ長野オリンビッグ

そ
の
後
、
会
場
か
ら
「
六
曜
と

一
干
支
に
つ
い
て
の
関
わ
り
方
は
ど

一
う
で
あ
る
か
」
と
の
問
題
が
投
げ

一
か
け
ら
れ
ま
し
た
。
大
安
等
の
六

一
躍
が
勝
浦
町
の
カ
レ
ン
ダ
ー
に
な

い
こ
と
は
周
知
の
こ
と
と
思
い
ま

い
す
が
、
ま
だ
慣
習
と
し
て
強
く
残

一

っ
て
お
り
ま
す
。
大
安
は
良
き
日
�
 

-
と
し
て
結
婚
式
や
お
見
舞
い
、
友

-
引
き
の
葬
式
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま

せ
ん
が
す
る
時
は
人
形
を
連
れ
て

い
る
な
ど
で
す
。
し
か
し
、
「
こ
の

一 -
よ
う
な
根
拠
の
な
い
不
合
理
さ
を

一
な
く
そ
う
と
い
う
心
こ
そ
、
差
別

一
解
消
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
」

υ

と
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

一

家
庭
の
中
で
、
地
域
の
中
で
の

一
女
性
の
地
位
向
上
は
、
男
性
問
題

一
へ
の
解
決
で
も
あ
り
、
地
域
社
会

一
の
大
き
な
原
動
力
と
な
り
ま
す
0
 

.
自
ら
の
差
別
心
を
な
く
す
女
性
差

一
別
解
消
こ
そ
、
あ
ら
ゆ
る
差
別
の

一
解
消
に
つ
な
が
り
、
誰
も
が
生
き
�
 

-
生
き
と
活
き
が
い
の
あ
る
暮
ら
し

に
な
り
ま
し
ょ
う
。
い
じ
め
な
ど

一
な
い
、
子
ど
も
た
ち
が
明
る
く
暮

一
し
て
ゆ
け
る
社
会
づ
く
り
は
、
私

一
た
ち
大
人
の
責
務
で
は
な
い
で
し

一

よ
�
 
-7
か。

今
後
も
町
民
の
皆
様
の
温
か
い

一
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

一

畿
む

会

長

坪

奈
津
子
�
 

回
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麻

植

お
さ
め
ら
れ
止
し 
h
h

よ

daA

完
投
奇
昔
巷
長
未
丸
正
明 

94+主
主
主
荒
井
容
存

問
中
三
年
生

麻
植
あ
ゆ
み
さ
ん
(
中
角
)

岡

あ
ゆ
み
さ
ん

日
、
高
鉾
中
学
校
で

ー開
催
さ
れ
た
「
少
年

優
秀
賞
に
、
同
麻
植
あ
ゆ
み
さ
ん
が
優
秀
賞
第

一

席
に
輝
き
ま
し
た
。

最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
岡
本
さ
ん
は
、
同
月
二
十

六
日
に
県
青
少
年
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た

徳
島
県
大
会
に
ブ
ロ

ッ
ク
代
表
と
し
て
出
場
し
、
見

事
、
県
下
の
最
優
秀
賞
に
も
輝
き
、
四
国
大
会
の
審

査
を
受
け
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

岡
本
さ
ん
の
発
表
は
「
み
ん
な
ち
が

っ
て
み
ん

な
い
い
」
を
主
題
と
し
、
金
子
み
す
ず
著
の
詩
「
み

ん
な
ち
が

っ
て
み
ん
な
い
い
」
を
引
用
し
、

と
り
の
個
性
を
尊
重
し
、
互
い
に
支
え
あ
う
こ
と
の

大
切
さ
を
弁
論
し
た
も
の
で
す
。 賞

状

わ{
家

ハ九
彊

冨
れ道「-紗街五

一山

最後事件祉

問
本

陽

子

政

あ
な
た
目
手
ぷ
九
年
度
グ
年
内
主
放

徳
島
県
夫
会
長
い
て
鼠
守
、
泉
純
を

小
ん
た
き
れ
在
レ手 

骨
畢
穿
安
岡
旅
寿
必

f
z

'fA九
平
九
月 
-平
六
百

の
主
張
、
小
松
島

・

勝
浦

・
上
勝
地
区
大

会
」
に
お
い
て
、
勝

浦
中
学
校
三
年
生
の

岡
本
陽
子
さ
ん
が
最

一
人
ひ

少
年
の
意
識
に
対
す
る
理
解
を
深

め
、
青
少
年
の
健
全
育
成
と
非
行
防

止
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
九
月
十
七

今
回
の
岡
本
さ
ん
と
麻
植
さ
ん
の
受
賞
に
心
か
ら

お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
も
お
二
人

の
す
ば
ら
し
い
ご
活
躍
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。 

そめ

染 師匠

¥j 


.:885お腹c)底わら笑ヲ マみまぞんわ 粉 

¥J 

女日時 11月23日(日) 午後 2時から 3時50分

女場所 勝浦町農村環境改善センター 

女入場料 (前売)1，000円 (当日) 1，500円

小・中学生と65歳以上の方は 2割引き
す吋

でご入場いただけます。(幼児は無料) 林

ただし.席に限りがありますので当日券を発行

できない場合もあります。ご了承ください。

ヲ貸出演者 落語孟詰這善説株会小葉
ヌ館拳爵13 
aうき， (さいこてんl'

奇術松旭斎小天正
う

(当日，都合により出演者が変更する場合もあります)

食入場券販売所 勝浦町教育委員会，農村環境改

善センター，農村婦人の家，

勝浦町商工会

助 師匠

詳しいことの問い合わせは，町教育委員会(2-2511)まで。 松旭斎  小美崖さん

回

さん女子一扇又錨草

MUS04
テキストボックス
お腹の底から笑ってみませんか落語会開催
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亡-中教審への提案募集 ゴ
森

「中央教育審議会J (中教審)では，現在，子どもたち一人ひとりに

豊かな人間性をはぐくめるよう，家庭，地域社会，学校さらには社会

全体がどのような取組を進めてい ったらよいかを検討するため� r幼児 新
し
く
保
護
司
に
委
嘱
さ
れ
る 

喜
期からの心の教育の在り方について」審議を行っています。

また，併せて，保護者や地域住民の声を学校や教育行政に広く反映

させるなど新しい時代に対応した学校運営や教育行政の在り方を検討

するため� r今後の地方教育行政の在り方について」審議を行っていま

す。

中教審では，毎年，テーマを定めて国民の皆様のご提言をお聞かせ

いただいており ，今回は「幼児期からの心の教育の在り方に関する提

言」及び「今後の地方教育行政の在り方に関する提言」を募集し，こ

れからの審議の参考にしていきたいと考えております。ぜひあなたの

ご提言をお寄せください。

募集要領は，以下のとおりです。

美

さ

ん 
(坂
本
)

を
も
っ
て
、
犯
罪
を
し
た
者
の
改
善

及
び
更
生
を
助
け
る
と
と
も
に
、
犯

罪
の
予
防
の
た
め
世
論
の
啓
発
に
努

保
護
司
と
は
、
「
社
会
奉
仕
の
精
神

宇
品
?
レ 

。』
-F

法
務
大
臣
か
ら
保
護
司
に
委
嘱
さ
れ

こ
の
た
び
坂
本
の
森
喜
美
さ
ん
が

/¥ 

|内容� |

・テーマ	 以下のテーマについて，ご提言をお寄せください。 (どちら

か一方のテーマを取り上げ，提言内容はどのようなことでも結構です。)� 

(1) 幼児期からの心の教育の在り方に関する提言

(内容の参考例) 

① 今後心の教育を進めて p くに当たってどのような点を重視すべきか

め
、
地
域
社
会
の
浄
化
を
図
り
、
福

祉
に
寄
与
す
る
も
の
」
で
、
他
に
次

の
方
々
が
保
護
司
の
活
動
を
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

錦町大出坪湯

浅井葉口上
② 家庭，地域社会，学校等は心の教育にどのように取り組むべきか� 

昭 

(中
角
)

幸

一
(
星
谷
)

イ
ト
ヱ 

(生
名
)

恵
子
(
棚
野
)

芳
洋
(
掛
谷
)

j原

一
(
横
瀬 
)

③ その他� 

) 今後の地方教育行政の在り方に関する提言

(内容の参考例) 

(2

① 今後の地方教育行政に望むことは何か� 

② 地域と学校はどのように連携していくべきか� 

③ その他

・字数�  1.000字以内)

(ご提言の末尾に，①住所，②氏名，③年齢，@:職業を明記してくださ� p) 

※ 	 いただいたご提言は，� 12月頃にとりまとめを行い，中央教育審議

会に報告いたします。� 

※ 	個人名等を公表することや，個々のご提言に直接回答することは

ありません。� 

※ 	 公開の場において審議会に対して提言を発表する機会として 「一日

中教審」を平成� 9年11月29日(土)に埼玉県浦和市で開催します。 「一一

日中教審」における提言発表者(� 6名程度)及び傍聴者� (100名程度)

を募集していますので，それぞれご希望のある方は，その旨(提言発

表希望または傍聴希望)及び電話番号を明記してください。

あて先・締切� | 
-あて先 文部省大臣官房政策課内

「提言募集」係または「一日中教審傍聴希望」係

〈郵便〉 干� 100東京都千代田区霞が関3-2-2 

(FAX) 03-3581-7003 

〈電子メー ル� chukyo@monbu. go・lP

-締 切 平成� 9年11月14日(釦(必着)� 

(r一日中教審」での発表を希望する場合は，� 11月4日伏)(必着)) 

※問い合わせ先� :文部省大臣官房政策課企画審議係� 

03-3581-4211 (代表)内線 3053

回

〆'‘

大蔵省四国財務局が

ホームページを開設

大蔵省四国財務局がインターネ

ット上にホームページを開設して

います。

掲載内容は，同局が公表してい

る経済・金融関係の各種情報や固

有地売買の手続き，業務内容紹介

などで，みなさま方の生活関連情

報として役立つものとなっており，

同局ではみなさまのご訪問をお待

ちしています。

アドレス� http://www 

infoseto.ne.jp. si-zaimu/ 

http://www
MUS04
スタンプ
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L
a令
ぐ
み
�
 

-

さ
ん
を
中
心
に
し
た
劇
団

「朔
組
」
�
 

'-e

で
き
る
「
子
ど
も
の
な
や
み
子
育

て
相
談
電
話
」
を
、
次
の
と
お
り
設

置
し
ま
し
た
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

設
置
場
所

電
話
番
号

電
話
受
付

勝
浦
町
教
育
委
員
会

O
八
八
五
回
|
一一
�
 
l
四
九
�
 O
O

毎
週
火
曜
日

午
前
九
時

1
午
後
五
時

富
士
巻
邦
江

相

談

員

な
お
、
秘
密
は
堅
<
守
り
ま
す
。
�
 

岡田固巴白白
目白根誌をヲロ

側 l

坂本小学校 6年 坂本小学校 3年 坂本小学校  2年

杉本隆浩さんの作品•
e
• 

-

•
e
• 

-

•
e
• 

-

-ee

•
e
•¥J 

eeee
 

ee
 

ee
 

eeee “““・ e ee" M “"

0

固

細 谷 朋 未さんの作晶•
e
• 新 居知 晶さんの作品

e

勝
浦
郡
人
権
啓
発
椎
進
協
議
会
研
修
会


意
見
発
表
と
人
権
劇
「橋」
上
演

-

勝
浦
郡
人
権
啓
発
推
進
協
議
会
主
�
 

子
ど
も
の
い
じ
め
、
登
校
拒
否
や

日
月
7
日
働

午
後
�
 
7
時
四
分
か

5

催
で
、
国
民
的
課
題
と
い
わ
れ
る
同
�
 

非
行
は
、
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ

勝
浦
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

和
問
題
を
人
権
劇
と
し
て
上
演
し
ま
�
 

て
い
ま
す
。

子 41E
育ど」
ても零U
相の用
談など
電や £
話み吉

開 L、
設 女

予ささも@寄金を明い

時ども~~嘆ru 萄根瞳薗

一事業所・商屈に協力依頼-

、 
\~ 

A lO月3日働生比奈小学校区の事業所や商庖に

「子ども 100番」ステッカーが貼られました。

最近.子どもが被害者となる痛ましい事件

が全国各地で発生しています。町内でも「車

に乗らないか」などと声をかけられる出来事

があったと聞かれます。

このような社会状況を案じ l 町内の事業所

ん
な
ち
が
っ
て
み
ん
な
い
ど
と
題

し
て
発
表
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

多
数
の
み
な
さ
ん
の
ご
来
場
を
お

ま
ち
し
て
い
ま
す
。

“
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:


に
支
え
あ
う
こ
と
の
大
切
さ
を
「
み

島
県
大
会
で
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た

勝
浦
中
学

校

岡

本
陽
子
さ
ん
の一� 

人
ひ
と
り
の
個
性
を
尊
重
し
、
互
い
�
 

す
。
出
演
は
、
舞
台
、
映
画
、
テ
レ

こ
れ
ら
の
悩
み
を
持
つ
子
ど
も
や

ピ
に
多
数
出
演
し
て
い
る
織
田
達
也
�
 

保
護
者
の
皆
さ
ん
が
、
気
軽
に
相
談

の
み
な
さ
ん
で
す

こ
の
劇
の
前
に
、
少
年
の
主
張
徳
�
 

や商巴に協力を願い l 子どもたちが避難を求

められる場所を設置することとなり，小松島

警察署 ι 学校  'PTA及び勝浦町地域の安全

を守る会の関係者が，協力していただける事

業所と商巴に 「子ども110番」の看板 (ステッ

力一)を配布しました。

悲惨な事件や事故から子どもたちを守り υ

安全に暮らせるまちづくりに皆さんのご協力

をお願いします。

MUS04
テキストボックス
同和問題啓発標語ポスター

MUS04
テキストボックス
子どもの安全を願い子ども１１０番看板設置
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私
は
、
最
近
、
友
達
と
の
関
係
が
う
ま
く
い
か

な
く
て
悩
ん
で
い
る
人
の
話
を
よ
く
聞
き
ま
す
。

そ
れ
が
相
手
の
悪
口
に
な

っ
た
り
す
る
と
、
以
前

の
自
分
の
姿
を
思
い
だ
し
ま
す
。
か
つ
て
、
何
か

少
し
で
も
腹
の
立
つ
こ
と
が
あ
る
と
、
人
の
悪
口

を
言
っ
て
自
分
の
心
を
落
ち
着
か
せ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
悪
口
で
何
人
か
の
友
達
を
傷
つ
け
、
ま
た
自

分
も
悪
口
を
言
わ
れ
て
、
お
互
い
に
傷
つ
け
合

っ

て
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

で
も
、

二
年
生
の
時
に
お
き
た
出
来
事
か
ら
、

そ
ん
な
自
分
を
変
え
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
そ
れ
は
、 

A
さ
ん
と
の
こ
と
で
す
。 

さ

ん
と
私
は
、

一
緒
に
い
る
こ
と
が
多
く
、
よ
く
話

も
し
て
い
ま
し
た
。
で
も
、
心
の
中
で
は
、
気
が

合
わ
な
い
と
感
じ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
、 

さ

ん
の
嫌
な
と
こ
ろ
を
別
の
友
達
に
話
し
、
無
理
し

て 

さ
ん
と

一
緒
に
い
る
よ
り
も
、
離
れ
て
し
ま

お
う
と
思
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
、

「
こ
れ
か
ら
は
別
の
子
と
お
る
け
ん
」

と
い
う
手
紙
を 

さ
ん
に
渡
し
ま
し
た
。
こ
れ
で
、

心
の
中
が
軽
く
な
る
だ
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
そ
の
日
か
ら
、
だ
ん
だ
ん
と
心
は


重
く
、
痛
く
な

っ
て
、
ど
う
し
ょ
う
も
な
く
な
り


ま
し
た
。 

さ
ん
は
、
私
の
し
た
こ
と
で
・ど
ん
な


に
苦
し
ん
だ
だ
ろ
う
、
も
し
自
分
が
あ
ん
な
こ
と


を
さ
れ
た
ら
す
ご
く
悲
し
い
だ
ろ
う
と
思
う
と
、


自
分
か
ら
行
動
し
た
こ
と
な
の
に
、
自
分
の
ほ
う


が
傷
つ
い
て
い
く
の
で
、
こ
わ
く
て
た
ま
り
ま
せ


ん
で
し
た
。


勇
気
を
出
し
て
あ
や
ま
ろ
う
と
思

っ
て
も
、
な

か
な
か
言
え
ま
せ
ん
。
絶
対
に
許
し
て
も
ら
え
な

い
だ
ろ
う
し
、
も
し
許
し
て
く
れ
で
も
、
心
の
中

に
大
き
く
あ
い
た
穴
は
、
も
と
に
も
ど
ら
な
い
と

思
い
ま
し
た
。 

夏
休
み
が
せ
ま
る
に

つ
れ
て
、
今
日
こ
そ
は
、

今
日
こ
そ
は
、
と
考
え
、
あ
る
日
、
つ
い
に
決
心

し
て
、
「 

さ
ん
ご
め
ん
。
私
、
考
え
た
ら
す
ご
く

心
が
痛
く
て
」

と
言
い
ま
し
た
。 

さ
ん
は
、

「
い
い
よ
」

と
言

っ
て
く
れ
、
私
を
許
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ

の
時
の
う
れ
し
さ
は
、 

も
、
は

っ
き
り
と
覚
え

て
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
会
話
が
続
き
、
お
互
い
の

悪
い
点
ゃ
な
お
し
て
ほ
し
い
点
を
全
部
話
し
て
、

ま
た
新
た
な
友
情
が
め
ば
え
た
の
で
す
。

そ
の
こ
と
が
あ
っ
て
か
ら
、
絶
対
に
人
の
悪
口

を
言
わ
な
い
よ
う
に
し
よ
う
と
心
に
普
い
ま
し
た
。

悪
口
を
言
わ
れ
た
人
だ
け
で
な
く
、
言

っ
た
本
人

も
後
悔
し
、
苦
し
い
の
だ
と
い
う
こ
と
が
分
か

っ

た
か
ら
で
す
。

今
、
誰
か
の
悪
口
を
言
う
こ
と
で
心
を
晴
ら
そ

う
と
し
て
い
る
人
が
い
た
ら
、
私
は
そ
の
人
に
言

い
た
い
で
す
。

何
も
考
え
ず
に
、
自
分
の
不
満
を
口
に
出
し
て

い
く
と
、
相
手
の
心
は
傷
つ
い
て
い
き
ま
す
。
で

も
、
最
後
に
は
、
自
分
の
心
が
傷
つ
い
て
し
ま
う

と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
の
あ
い
だ
、
「
花
咲
く
日
」
と
い
う
、
結
婚
差


別
に

つ
い
て
の
映
画
を
見
た
時
、
同
和
問
題
も
同


じ
だ
、
と
思
い
ま
し
た
。
弟
の
結
婚
相
手
を
よ
く


A

知
ろ
う
と
も
せ
ず
、
同
和
地
区
出
身
だ
か
ら
、
と


差
別
し
て
い
た
あ
の
お
兄
さ
ん
は
、
苦
し
か

っ
た


A

と
思
い
ま
す
。
差
別
し
て
い
た
時
も
心
は
晴
れ
な

か
っ
た
だ
ろ
う
し
、
ま
ち
が
い
に
気
づ
い
た
時
も
、

A
7

す
ご
く
後
悔
し
た
と
思
い
ま
す
。
差
別
さ
れ
る
人

も
も
ち
ろ
ん
つ
ら
い
け
ど
、
も

っ
と
悲
し
く
て
最

低
な
の
は
、
何
も
考
え
ず
に
差
別
し
て
い
る
人
の

方
で
す
。
差
別
は
、
す
る
人
も
、
さ
れ
る
人
も
、

r---¥ 

ど
ち
ら
の
立
場
の
人
も
幸
福
に
は 

て
く
れ
ま
せ
ん
。

少
し
前
に
、
友
達
が
同
和
問
題
で
悩
ん
で
い
ま
し

た
。
そ
れ
は
、
そ
の
人
の
両
親
が
差
別
意
識
を
も
っ

て
い
る
と
知
っ
た
か
ら
で
し
た
。

「
今
ま
で
信
じ
て
き
た
両
親
が
差
別
す
る
ん
が
悲
し

い」と
、
そ
の
友
達
は
言
い
ま
し
た
。
自
分
の
親
が
同
和

問
題
に
つ
い
て
正
し
く
考
え
て
お
ら
ず
、
そ
の
人
が

何
も
悪
い
こ
と
を
し
て
い
な
い
の
に
、
同
和
地
区
出

身
と
い
う
だ
け
で
人
を
差
別
す
る
な
ん
て
、
彼
女
に

と
っ
て
は
大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
だ

っ
た
か
ら
で
す
。
親

の
こ
と
を
悪
く
言
い
た
く
な
い
と
い
う
気
持
ち
が
ま

じ
っ
て
、
泣
き
な
が
ら
話
し
て
く
れ
る
友
達
に
、
何

と
言

っ
て
い
い
の
か
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

で
も
、
そ
の
友
達
は
、
自
分
の
思
い
を
ま
わ
り
の

人
に
相
談
し
、
い
ろ
い
ろ
な
人
の
考
え
を
聞
い
た
り
、

深
く
考
え
る
こ
と
で
、
び
っ
く
り
す
る
く
ら
い
強
く

大
き
く
な
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
を
作
文
に
書
い
て

も
い
い
か
聞
い
た
時
も
、

「
い
い
よ
、
私
の
親
の
方
が
ま
ち
が

っ
と
ん
や
け
ん
」

と
、
は

っ
き
り
と
言
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、


「
悩
ん
で
い
る
時
に
話
を
聞
い
て
く
れ
て
う
れ
し
か


っ
た」



と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
い
や
な
こ
と
、
悲
し
い
こ


と
か
ら
逃
げ
な
い
で
、
何
が
正
し
い
の
か

一
生
懸
命


に
考
え
て
い
る
、
こ
の
友
達
を
誇
ら
し
く
思
っ
て
い


ま
す
。


人
に
ど
う
見
ら
れ
る
か
、
よ
り
も
、

一
番
よ
く
自


分
の
こ
と
を
知

っ
て

い
る
私
が
、
自
分
の
こ
と
を
好


き
で
い
ら
れ
る
よ
う
な
生
き
方
を
し
て
い
き
た
い
と


私
は
今
、
思

っ
て
い
ま
す
。


¥
全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
/

/

徳

島

県

大

会

作

品

集

か

ら

¥

回
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和 振
歌興
浦?協
玄議
言語� h 欧

諸 Z乏

日
日 

-m日

食
休
館
日 

3
日

・
叩
日

・
口
日
・ 

μ
日

・
初
日

l

読
書
客

三
一θ

E
ι
f
l
l

/
A
h
一

初
代
和
歌
山
藩
主
徳
川
鹿
島
に
よ

き
λ


者
に
よ

っ
て
予
定
通
り
十
月
十
九
日

翁
ゴ

午
前
七
時
、
勝
浦
町
を
出
発
。

-
S
E

聖4

一-
一
二
/
/

沼
油 

{ゴ
-


っ
て
亡
父
、
家
康
公
の
霊
を
祈
念
す
る

「

J
1

A

論

図
書
館
長

増

井

博 で� 

A 玉津島神社の山部赤人の万葉歌碑

さ
し
て
た
づ
鳴
き
渡
る
」
の
歌
碑
を

拝
観
。
折
口
信
夫 

(釈
超
空
)
先
生

の
万
葉
集
の
授
業
が
、
そ
こ
は
か
と
な

く
想
い
出
さ
れ
感
慨
深
い
も
の
が
あ

O っ
た
。 

は
全
体
に
隆
起
し
て
そ
の

昔
海
底
で
あ

っ
た
所
に
道
路
が
造
ら

れ
、
昔
日
の
面
影
は

一
変
し
た
と
言

A
7

う
こ
と
で
あ
る
が
、
会
員
そ
れ
ぞ
れ

に
感
銘
を
得
た
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

芭
蕉
は
、
夏
草
の
生
い
茂
る
白
河
の

聞
に
来
て
、
そ
こ
に
義
経
主
従
の
奮

戦
を
想
い
浮
べ
、

夏
草
や
つ
は
も
の
ど
も
の
夢
の
跡


。
卯
の
花
に
兼
一房
見
ゆ
る
白
髪
か
な


と
詠
ん
で
い
る
。
そ
の
地
を
訪
れ
る


こ
と
に
よ
り
今
は
亡
き
義
経
や
兼
一房


を
生
き
生
き
と
と
ら
え
て
い
る
。


山
部
赤
人
が
和
歌
浦
を
訪
ね
て
か

ら
千
二
百
年
の
歳
月
が
過
、
ぎ
た
今
日
、 

鏡
山
、
妹
背
山
は
も
と
よ
り
北
方
の

雲
蓋
山
も
妙
見
山
な
ど
も
当
時
は
す

べ
て
海
の
中
の
小
島
で
あ

っ
た
と
言

う
。
そ
う
だ
と
す
る
と
玉
津
島
の
内

海
は
、
松
島
に
も
劣
ら
ぬ
佳
勝
の
地

で
あ
り
、
大
宮
人
が
奈
良
や
京
の
都

か
ら
訪
れ
た
の
も
理
解
で
き
る
。
月

日
の
流
れ
に
従

っ
て
自
然
の
景
観
も

大
き
く
変

っ
て
し
ま
っ
た
が
、
や
は

り
そ
の
地
に
件
め
ば
自
に
は
見
え
な

い
も
の
が
見
え
て
く
る
。
赤
人
が
、
吉

宗
が
、
ま
た
信
長
と

一
戦
を
交
え
た

雑
賀
の
鉄
砲
隊
な
ど
が
次
々
に
隙
に

浮
ん
で
く
る
。

こ
れ
は
、
探
訪
の
旅

が
年
々
盛
ん
に
な
る
の
も
こ
の
見
え

な
い
も
の
を
求
め
る
心
に
よ
る
も
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。

徳
島
県
秀
作

巡
回
美
術
展

日
月
白
日
働
か
う
ロ
月

4
日
同

図
書
館

2
階

午
前

9
時
か
う
午
後

5
時

-

洋

画
浅
田

賀
木

黄
田

斎
藤

藤
田

・
日
本
画

木
内

三
木

矢
野

天

国

弘

之

河

田

安

市

後
藤
ユ
リ
子

長

野

満

子

松

尾

彰

滋正
弘

首 

郡山

森橋
本

m

-

写

真
櫛
測

藤
井

・

彫

刻
井
下

長
岡

・
美
術
工
芸

犬

伏

絢

松

下

慶

・
デ
ザ
イ
ン

浅
野

坂
本
三
千

一

・
書

道
岡
島

笹
尾

春
藤

田
中

中
谷

行
事
と
休
館
日

大
こ
ど
も
映
画
会 

9
日
(
日
)

午
後

2
時
か
ら

内
容
は
お
た
の
し
み
に

大
お
は
な
し
会

(
紙
芝
居
)

初
日
(
日
)

午
後

2
時
か
ら

内
容
は
お
た
の
し
み
に

大
徳
島
県
秀
作
巡
回
美
術
展


お
日 

ロ
月
4
日


食
県
立
図
書
館
協
力
巡
回
日


混
品 

た
め
建
立
見
守
と
一
吉
田
う
東
照
宮
ゃ
、

糊 

一
二
~

け
て
造
園
し
た
と
言
う
養
翠
園
は
、
大

名
庭
園
の
名
に
ふ
さ
わ
し
く
海
水
を

取
り
入
れ
た
池
泉
回
遊
式
庭
園
で
、
広

々
と
し
た
圏
内
に
数
寄
屋
造
り
の
建

物
と
中
国
風
の
石
橋
が
不
思
議
な
コ

ン
ト
ラ
ス
ト
を
折
り
な
し
、
し
ば
し

浮
世
の
煩
雑
さ
を
忘
却
し
て
く
れ
る
。

中
で
も
片
男
波
附
近
が
昔
か
ら
の

和
歌
浦
で
万
葉
集
を
始
め
と
し
て
数

々
の
歌
集
に
海
の
景
勝
の
地
と
し
て

詠
ま
れ
て
い
る
。
内
海
に
浮
ぶ
妹
背

山
と
い
う
小
島
に
能
舞
台
の
よ
う
に

建
て
ら
れ
た
観
海
問
。
そ
の
妹
背
山

に
通
じ
る
三

つ
の
石
橋
は
、
中
国
の

西
湖
を
模
し
て
造
ら
れ
た
と
言
う
。
三

断
橋
等
の
人
工
美
は
、
片
男
波
の
静

か
な
入
江
と
両
々
相
侠

っ
て
一
段
と

情
趣
を
深
め
、
感
慨
深
い
も
の
が
あ

る
。
そ
の
片
男
波
に
和
歌
浦
の
神
様

と
し
て
、
風
騒
の
人
々
の
信
仰
を
集

め
て
い
る
玉
津
島
神
社
で
は
、
万
葉

歌
人
、
山
部
赤
人
の
「
和
歌
の
浦
に

潮
満
ち
来
れ
ば
潟
を
な
み
、
葦
べ
を

渦
川
川
刊

十
代
藩
主
治
宝
が
八
年
の
歳
月
を
か

今
年
の
探
訪
の
旅
は
、
勝
浦
町
女

性
会
芸
能
大
会
の
開
催
日
と
重
な

っ

た
た
め
、
中
止
に
な
る
か
と
危
倶
さ

れ
ま
し
た
が
、
定
員
を
越
え
る
参
加

A 養翠園を見学

ー〆、‘

秋文ト 浩靖博道 二
渓失シ�  二 子司子郎

¥、J

困

森中 漬渋 森多
JII 口谷�  国

晴
美

賢

一

τt 
Eコ

恵昭存
昌
男

俊
強作 ff貌一

昌
哉

史双大芳順
子鶴取石子

斎
藤
志
津
子

田
中

一
郎

長富�  i本讃川
原久口�  l岐上

皐 鳴素泰虹
!鵬泉水泉泉

MUS04
テキストボックス
図書館だより読書振興協会和歌裏を訪ねて
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f¥〈誌

徳島交響楽団の

プロフィール� 

1971年� 2月.徳島市民管弦

楽団として発足。

第� 1固定期演奏会を1972年� 

1月に開催し，以後定期演奏

会を毎年行い.� 1997年で第26
回を数える。� 

1983年に徳島新聞文化賞。� 

1988年には徳島県知事賞，� 

1991年には地域文化功労者賞

(文部大臣表彰)を受賞して

いる。� 

1982年には名称を徳島交響

楽団と改弥し.現在会員数2∞
県
民
コ
ン
サ
ー
ト


ツ
カ
ナ 
l 入勝午�  11名(後援会員を含む)となる。

ル
、
ポ
ル
カ
「
狩
」
な
ど

場浦後月音楽を愛する県民の情熱にさ

さえられ，サラリーマンあり.

自営業あり。学生や専業主婦

も含め.機々な顔をもっ徳島

交響楽団のメン)¥ーは.み芯

地主義に深く根をおろした音楽

文化活動の担い手として活動

している。� 

無中�  130 
料学時日

校� 30田)
体分
育か
館� 5

f¥  

台
風
の
去
り
て
岸
辺
の
塵
芥

-

俳

句

中

山

谷

尻

松

雄

門
前
に
忘
れ
て
あ
り
ぬ
時
雨
傘

指
ほ
ど
の
松
茸
買
い
て
誕
生
日

三
議

中

山

い

く

子

台
風
に
倒
れ
し
稲
穂
鳩
烏

秋
仕
事
終
へ
て
車
を
洗
い
わ
り

棚
野
北
島
ア
サ
ノ

刻
止
ま
る
如
く
蛸
始
動
か
ざ
り

悉
く
里
に
向
き
た
る
秋
茜

生

名

柳

田

末

子

秋
ま
つ
り
太
鼓
の
音
や
動
と
静

椋
の
実
の
甘
く
酸
っ
ぱ
く
川
の
香
す

生

名

石

田

白

萩

秋
天
へ
子
の
ヤ
ッ
ホ
ー
の
ほ
澄
み

半
月
の
黄
の
鮮
や
か
や
秋
の
月

生

名

倉

橋

テ

ル

大
荒
の
列
島
晴
れ
て
秋
深
し

信
濃
路
の
脳
裏
に
浮
ぶ
秋
の
山

生

名

小

西

典

子

寺
を
去
る
言
葉
少
な
き
秋
遍
路

風
あ
れ
ば
風
が
詩
と
な
る
旅
の
秋

詩
の
こ
み
ち

生

名

丸

山

香

月


短
歌
・
俳
句
・
川
柳


仰
ぎ
見
る
雲
な
き
空
や
月
今
宵


カ
ワ
セ
ミ
の
ね
ら
う
川
面
や
秋
深
か


募

集

む

中

角

豊

田

要

助


中
田
ヤ
ス
エ


迷
い
込
む
園
児
目
で
追
う
秋
の
蝶


短
歌

一
人

一
首


童
心
に
返

っ
た
秋
の
演
技
室


川
柳

一
人

一
旬


中

角

岡

本

は

つ
え


豊

田

明


秋
晴
や
何
処
か
の
婚
の
荷
が
通
る

そ
れ
ぞ
れ
に
趣
味
持
つ
家
族
文
化
の

俳
句

一
人
二
句

日

掛

谷

駒

津

光

洋

い
づ
れ
も
十

一
月
二
十
日

切

中 横� 
角 j頼

俳
句
雑
誌
「 

・
俳
句
」
に
投

N
H
K

※
原
句
の
ま
ま
掲
載
し
ま
し
た
。

冷
や
か
に
ガ
ラ
ス
細
工
の
光
り
わ
り

秋
晴
や 

朝
の
厨
に
酢
の
匂
い

A
7

あ
て
先

あ
て
先

締

五
曲
を
演
奏
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

時
間
は

一
時
間
三
十
分
で
す
。

当
日
、
中
学
生
の
み
な
さ
ん
と

一

般
の
方
に
ご
鑑
賞
い
た
だ
き
ま
す
。

入
場
料
は
無
料
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

来
場
く
だ
さ
い
。

毎
年
、
県
下
で
一
か
所
公
演
し
て

い
る
「
県
民
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
、
今

一一

年
は
勝
浦
町
へ
や
っ
て
き
ま
す
。

一

こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
県
民
に
優
れ

た
芸
術
文
化
を
鑑
賞
し
て
い
た
だ
き
、

一

芸
術
文
化
に
親
し
む
と
と
も
に
情
緒

・
一

豊
か
な
県
民
性
を
育
み
、
県
民
文
化

一

の
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
徳
島
県
と
勝
浦
町
、
町
教
育

委
員
会
の
主
催
で
開
催
し
ま
す
。

一

出
演
者
は
、
徳
島
交
響
楽
団
の
み

一

な
さ
ん
で
す
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
歌 

-

劇
「
サ
ム
ソ
ン
と
デ
リ
ラ
」
よ
り
パ

水
澄
む
や
ダ
ム
反
対
に
燃
え
る
村

一

時
間
虹
島
の
老
舗
の
替
油
倉

一

坂

本

新

居

晋

一

コ
ス
モ
ス
に
固
ま
れ
村
の
駐
在
所

ジ
ー
パ
ン
の
ご
わ
ご
わ
乾
く
秋
桜

横

瀬

日

下

智

世

子

廃
屋
や
庭
の
コ
ス
モ
ス
乱
れ
咲
く

夜
半
醒
め
て
闘
に
立
て
ば
チ
チ
ロ
鳴

く

横

瀬

呑

口

精

一
郎

台
風
は
そ
れ
で
捌
黄
昏
る
る

赤
ト
ン
ボ
子
等
の
虫
館
空
の
ま
ま

一一一

暮
れ
な
ず
む
寺
の

一
灯
秋
時
雨

坂

本

美

馬

直

枝

コ
ス
モ
ス
の

一
・
き
わ
映
え
し
秋
時
雨

一
一
ツ
葉
の
大
根
た
た
く
秋
し
ぐ
れ

坂

本

椎

野

吉

次

温
め
酒
友
と
二
人
で
夜
も
更
け
り

虹
の
橋
か
け
て
稼
勢
山
秋
し
ぐ
れ

坂

本

中

山

治

新
そ
ば
や
お
ふ
く
ろ
の
味
箸
伝
う

秋
し
ぐ
れ
明
石
も
淡
路
も
大
橋
も

坂

本

仙

才

清

長
火
鉢
出
し
て
夫
の
座
温
め
酒

バ
イ
ン
ダ
ー
音
は
た
と
止
む
村
時
雨

坂

本

池

谷

武

久

新
そ
ば
を
母
へ
土
産
と
平
家
村

温
め
酒
幸
福
論
に
友
多
弁

坂

本

仙

才

良

子

稿
し
て
入
選
し
た
女
性
が
「
選
者
に

改
変
さ
れ
た
上
で
掲
載
さ
れ
た
の
は

著
作
者
人
格
権
の
侵
害
に
当
た
る
」

な
ど
と
し
て
出
版
者
と
選
者
に
損
害

賠
償
な
ど
を
求
め
た
訴
訟
で
、
東
京

地
裁
は
八
月
二
十
九
日
に
判
決
を
言

い
渡
し
た
。
俳
句
に
関
心
を
持
つ
者

と
し
て
、
興
味
深
い
事
件
で
あ
り
、

八
月
三
十

一
日
付
の
朝
日
新
聞
の
右

記
事
を

一
読
す
る
こ
と
を
お
す
す
め

し
ま
す
。
(
係
)

-
次
回
作
品
募
集
・

十

一
月
五
日
締
切
り
短
歌

一
人

一
首

あ

て

先

横

瀬

中

田

ヤ

ス

エ

十
二
月
五
日
締
切
り
川
柳

一
人

一
句

あ

て

先

横

瀬

中

田

万

里

沼

江

中

井

清

二
郎

固

MUS04
テキストボックス
オーケストラがやってくる

MUS04
テキストボックス
わたしの作品
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スタンプ

MUS04
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る
』
こ
と
が
認

h
y月η

d
年nu

日日・日・

T

・

一
�
 

・・・日・・

勝浦町学校給食センターが


文部大臣表彰受賞


奪
還
を
;
長
寸
前
総々↑
議
選

長
�
 表

彰

状

繍

P

十
月
十
六
日
、

富
山
県
で
開
催

さ
れ
た
第
四
十

八
回
全
国
学
校

給
食
研
究
大
会

に
お
い
て
、
勝

さ
委
託
成
釆
を
あ
げ
ら
れ
綿
一

浦
町
学
校
給
食

セ

ン

タ

ー

が

色
，

ま
し
た
こ
と
に
ゑ
き
た
た
え
緋帆

�
 

『衛
生
管
理
や

栄

養

管

理

が

wm

適
正
で
あ
り
、

ui 

学
校
給
食
の
実

施
に
優
れ
た
成

果
を
挙
げ
て
い

w

恩
給
欠
格
者
・

引
揚
者
の
皆
様
ヘ

旧
軍
人
軍
属
で
思
給
等
を
受
給
し

て
い
な
い
い
わ
ゆ
る
恩
給
欠
格
者
で

①
外
地
等
の
勤
務
の
経
験
が
あ
り

加
算
年
を
含
む
在
職
年
が
三
年
以

上
の
方
及
び
三
年
未
満
の
方
で
実

在
職
年

一
年
以
上
の
方

②
内
地
勤
務
の
み
で
加
算
年
を
含

む
在
職
年
が
三
年
以
上
の
方

~ご利用ください~

農村環境改善センターに

全自動血圧計を設置しました
この度，国民健康保険事業のひとつ

として血圧計を購入，改善センタ一保

健室に設置しました。

来館の際には，ぜひご利用ください。

軍人宮耐
冨琵;:(/� :!-' 

i瓦3・� 
JJ41l血

事雰Jみ� '

品ふみ--
dT; 

一一叫

禁
事
禁
倉
ン干

州
�
 

!

ー

墜附

ゑ
彰
し
ま
寸

乎
戒
九
年
十
月
十
六
�
 a
 

鰍

来
年
室
町
村
作
歯
鰍

紗
撃

54支
援
護
ゑ

ツ
今
後
も
学
校
給
食
の
目
的
達
成
に
向

日

い
や
つ
れ
か
に
該
当
さ
れ
る
方
に
、
内
閣

総
理
大
臣
名
の
書
状
を
そ
れ
ぞ
れ
贈

呈
し
ま
す
。

ま
た
、
終
戦
に
伴
い
本
邦
以
外
か

ら
引
き
揚
げ
て
こ
ら
れ
、
昭
和
四
十

二
年
の
特
別
交
付
金
を
受
給
さ
れ
た

方
に
、
内
閣
総
理
大
臣
名
の
書
状
を

贈
呈
し
て
い
ま
す
。

蝕
け
て
、
職
員

一
同
鋭
意
努
力
を
重
ね• •
日

請
求
期
限
は
平
成
十
年
度
末
で
す
。

な
お
、
詳
細
に
つ
き
ま
し
で
は
、

平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

め
ら
れ
、
平
成
九
年
度
全
国
優
良
共
同

日

調
理
場
部
門
表
彰
の
十
施
設
に
選
ば
�
 …

れ
、
栄
え
あ
る
文
部
大
臣
表
彰
を
受
�
 “

賞
い
た
し
ま
し
た
。

学
校
給
食
関
係
者
の
皆
様
方
に
深
�
 …
�
 

く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
�
 
“

樹
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

学町浦勝たれ

戦
没
者
等
の
遺
族
の

皆
様
ヘ

ー
特
別
弔
慰
金
の
請
求
期
限
は

平
成
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
|

平
成
七
年
四
月

一
日
に
お
い
て
、

遺
族
の
人
で
公
務
扶
助
料

・
遺
族
年

T
E
L
O

金
等
の
受
給
権
を
有
す
る
者
が
い
な

い
場
合
に
、
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時

東
京
都
文
京
区
大
塚
五
|
三
|

一
三
�
 

に
三
親
等
内
で
あ
っ
た
遺
族
の
方
に
、

一
二
(
三
九
四
五
)
四
七

O
四

特
別
弔
慰
金
と
し
て
額
面
四
十
万

一
一
一
一

さ築改成平
企
�
 V

円
十
年
償
還
の
国
債
が
支
給
さ
れ
ま

す。
請
求
は
、
平
成
十
年
三
月
三
十

一
日

ま
で
で
す
。

詳
し
く
は
、
役
場
住
民
福
祉
課
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
�
 

職員紹介

時
間
一
駄

目
別
村

4
l

中

(
宮
二
�
 
|
三
七
�
 
O
O
)

十
月
か
ら
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ

ー
職
員
に
な
り
ま
し
た
保
健
婦
の
中

村
玉
実
で
す
。

町
内
に
住
ん
で
い
ま
す
が
、
ま
だ

ま
だ
地
理
等
分
か
ら
な
い
こ
と
が
多

く
あ
り
ま
す
。
一
生
懸
命
頑
張
り
ま

す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
お
年
寄
り
の
医
療
の
こ
と

と
か
伺
で
も
困

っ
た
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
ら
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
�
 

、、J

¥J  

回
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f、

町
民
体
育
大
会

11/3 
11月 3日 (文化の臼 )

午前 8時30分集合

午前 9時開会式 

(雨天の場合 9日(日)に延期します )

日時

場所勝浦中学校グラウンド

*町役場駐車場をご利用ください。

女叡物をご持参ください。

*多数の参加者をお待ちいたしております c

、論議お除、g 
第 16回少女バレーボール勝浦大会

青
空
が
ど
こ
ま
で

も
高
く
感
じ
ら
れ
る

十
月
十
九
日
間
、
第

十
六
回
少
女
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
勝
浦
大
会
が
、

勝
浦
中
学
校
体
育
館

な
ど
五
会
場
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

今
大
会
に
は
、
過

去
最
高
の
八
十
五
チ

ー
ム
が
参
加
し
、
九

ゾ 
l
ン
に
分
か
れ
、 A Aソーン優勝の生比奈クラブ A

企 大健闘の生比奈クラブ

そ
れ
ぞ
れ
熱
戦
を
繰
り

広
げ
ま
し
た
。

結
果
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

A
ゾ
!
ン
優
勝

生
比
奈
ク
ラ
ブ 

C

/
|

ン
憂
隣

{
-

生
比
奈
ク
ラ
ブ 
B 

E
ゾ
ー
ン
優
勝

横
瀬 
J
V
C

a少数精鋭の横瀬 JVC 血 Cソーンで優勝の生比奈クラブ B 

A Eソーン優勝の横瀬 JVC

球軟徳  
I~. 丹、式島
有志 台野県  

勝
浦
農

益認

のa労
お努福
矢口吾ネ止
う体セ
せ意ン

思タ

-
最
優
秀
選
手

岡

未

来

(

生

比
奈
ク
ラ
ブ
)

押
栗
佑
香
(
横
瀬 

) 

-
優
秀
選
手

J

V
C


岡
本
枝
理
香
(
生
比
奈
ク
ラ
ブ
)

藤
木
千
恵
美 

(生
比
奈
ク
ラ
ブ
)

花

岡

久

美 

(生
比
奈
ク
ラ
ブ
)

斉

藤

裕

子 

(生
比
奈
ク
ラ
ブ
)

野
上
真
由
香 

(生
比
奈
ク
ラ
ブ
)

J
V
C

J
V
C
))

呑

口

裕

子 

(横
瀬 

美

馬

良

美 

(横
瀬

勝
浦
農
村
勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー 

(勤
労
者
体
育
館 
)
の
改
修
工
事

に
伴
な
い
、
十

一
月

一
日
か
ら
平

成
十
年
二
月
中
旬
ま
で
の
問
、
利

用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。 

九
月
十
八
日
、
勝
浦
中
学
校
グ
ラ

ウ
ン
ド
に
お
い
て
、
徳
島
県
ス
ポ
ー

ツ
レ
ク
リ
ェ

ー
シ
ョ
ン
祭
軟
式
野
球

郡
予
選
が
、
勝
浦
町
代
表
球
友
ク
ラ

ブ
と
上
勝
町
代
表
と
の
聞
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

初
回
に

一
点
を
先
制
し
た
球
友
ク

ラ
ブ
は
、
三
回
に
二
点
、
五
回
に
三で

O

点
と
効
率
よ
く
得
点
し
、
六
対

県
大
会
へ
の
出
場
を
決
め
ま
し
た
。

球
友
ク
ラ
ブ
は
、
昨
年
の
県
大
会

で
優
勝
し
て
お
り
、
県
大
会
二
連
覇

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

A 

?))~ ~九球ス公クさじ、ご

回

日iブ郡 ク

場ブ霊祭
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Vシー トベルト着用� 
e 

100% 
県民運動 4 e 

-
-9月� 1日かう11月30日まで- : 

家族ぐるみでシートベルトを� I ， 
事故は一瞬.ベルトは習慣，あなたの命を ・

一
一
月
に
星
谷
地
区
地
域
防
災
団
準
備

い 

を
合
言
葉
に
、
星
谷
区
民
の
積

極
的
な
取
り
組
み
か
ら
、
平
成
七
年

H
で
守
り
、
ま
た
災
害
を
発
生
さ
せ
な

H

自
分
た
ち
の
地
区
は
、
自
分
た
ち

星
谷
地
区
地
域
防
災
団
に

防
災
資
機
材
交
付

自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
か
ら
助
成

(
平
成
九
年
度
宝
く
じ
助
成
事
業
)

守るのは，力チッとワンタッチ，わすか� 2・-
3秒の手間なのです。� : 

ものときシートベルトをしていたら 、; 
と悔む前に必すシートベルトを着用しましょ� :

つ。 ，

人 クルマ 自転車一一そこにゆすり合い� :

の心が芯ければ道路はメチャクチャ� /あなた.:

、、- 両親，子供たち，そしてすべての人が安全に� :

暮うすために交通ルールがあるのです。 ，� 

、
交通事故相談日� 

会
が
結
成
さ
れ
、
翌
平
成
八
年
四
月

十
一
日
、
正
式
に
発
足
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
消
防
防
災
の
設

備
、
資
機
材
の
不
足
か
ら
活
動
は
十

分
で
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
回

の
助
成
事
業
に
よ
り
、
資
機
材
を
充

実
さ
せ
、
防
災
活
動
を
容
易
に
し
、 

防
災
意
識
の
啓
蒙
、
啓
発
を
図
る
と

と
も
に
、
星
谷
地
域
住
民
の
生
命
、

財
産
を
守
り
、
心
の
や
す
ら
、
ぎ
を
求

め
る
住
民
の
強
い
要
望
に
応
え
る

γ

も

の
で
す
。 

¥ J  

日 時 11月25日制午前10時から午後4時まで� 

(受付時間午後� 3時まで)

←ー生比察小学按児童一一*

場 所 小松島中央会館 交通安全を願い人文字に挑戦P 

小松島市松島町5-6合� 08853-2-203(1
相談員 藤本浩

O 5文
お問い合わせ 交通事故相談所 こ 字 九

徳島県庁� 1措 置ま0886-21-3200 の生」月

「小交 二※お気軽にご相談ください。
人 』 通 十

文 を安五
字 描全日
」きで(木)
交まグ

4i省、 通しラ生
安たウ比
全 。ン奈
は ド小

に学
さよ全民のど 施 こ 止 で 習 ル に 推 全 普 交 『校
いうが全みも今さとの 、慣 | 、進思及通 この
。ご図 体 なた後れを徹交付ル正す想し安 う児
協 ら の ら ち と て 目 底 通 け の し る の 、 全 つ童
力れ交ずのもい的を事る実いと高交知 うが
くま通 、安 、まに図故こ践交と揚通識 じ「
だす安 町 全子す実る防とを通もを安を こ人

回
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徳島の下水道
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徳島県の下水道は，昭和23年に徳島市が公共下水道

の事業の認可を受けて着手し，昭和37年に中央処理区

が供用開始したのが始まりです。

続いて.鴨島町が昭和51年に事業着手，平成� 4年に

一部供用開始しました。その後は， 那賀川町，海部町.

海南町，山川町が事業着手しています。

また， 震村の下水道である農業集落排水施設は，最初

に羽ノ浦町が昭和53年に事業着手し，昭和62年に供

用開始しました。

その後は，鷲敷町，佐那河内村，勝浦町，吉野町.

宍喰町，松茂町，山川町，海部町，池田町.脇町，海

南町 相生町，穴吹町，上板町，川島町.美馬町で供

用開始または実施されています。

このように，徳島県の50市町村のうち20市町村が下

水道を実施しています。

しかし，平成� 8年度末の処理人口普及率は，徳島県

が1O ~;-;:で.全国平均の55~立を大きく下回り ， 和歌山県

の 8 ~*に続いて，全国で 2 番目に低い状況です。

このため，徳島県では下水道の普及のために，県

費の補助や県が町村の代行をして事業を行うことにし

ています。

勝浦町では，横瀬地区が農業集落排水施設を平成8年

度から供用開始しています。この横瀬地区の処理人口は� 

1，000人ですので，勝浦町での普及率は約12%になりま

す。

なお，下水道の整備が困難芯地域は.合併浄化槽な

どの個別の浄化施設の推進を行っています。 f¥ 

現在.私たちのくらしから出る生活排水の浄化が，

美しい川や海などを守っていくために必要なことで

あり，下水道の整備が国の内外から求められています。

公共下水省
一施設実施市町村

指
名
手
配
被
疑
者
の

検
挙
に
ご
協
力
を
ノ

平
成
九
年
六
月
末
現
在
、
全
国
の

笹
察
か
ら
指
名
手
配
さ
れ
て
い
る
者

は
、
笹
察
庁
が
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件

な
ど
で
特
別
手
配
し
て
い
る
オ
ウ
ム

真
理
教
関
係
者
三
人
を
は
じ
め
と
し

て
、
二
千
七
百
四
十
五
人
に
上
っ
て

お
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
者
は
、
殺
人
、
強
盗
等

の
凶
悪
事
件、

暴
行、

傷
害
等
の
粗

暴
事
件
、
窃
盗
事
件
、

詐
欺
、
横
領

等
の
知
能
事
件
な
ど
に
関
し
手
配
さ

れ
て
い
る
者
で
、
再
び
犯
行
を
繰
り

返
す
お
そ
れ
が
あ
り
、
早
期
に
検
挙

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
者
ば
か
り
で

す
。そ

の
た
め
、
警
察
で
は
、
特
に
重

大
な
犯
罪
を
行

っ
た
被
疑
者
を
リ
ス

ト
ア
ッ
プ
し
て
、
十
一
月
中
に
全
国

警
察
の
総
力
を
挙
げ
て
追
跡
捜
査
を

行
う
こ
と
と
し
、
こ
れ
ら
犯
罪
者
の

早
期
検
挙
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
市
民
の
み
な

さ
ん
の
ご
協
力
が
ぜ
ひ
と
も
必
要
な

の
で
す
。

指
名
手
配
被
疑
者
に
よ
く
似
た
人

を
見
か
け
た
な
ど
指
名
手
配
被
疑
者

に
関
す
る
情
報
は
ど
ん
な
さ
さ
い
な

こ
と
で
も
結
構
で
す
の
で
、
嘗
察
に

通
報
す
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

回
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守
っ
て
く
が
さ
い
:

ご
み
の
闘
し
方

l

↑品� 

平
成
九
年
四
月

一
日
か
ら
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
施
行
に
よ
り
勝
浦
町

も
指
定
ご
み
袋
を 
4
種
類
か
ら 
6
種
類
に
増
や
し
、
み
な
さ
ん
に
ご
協
力
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

ブ
ル 

の
袋
は
、

燃
え
る
ご
み

ピ
ン
ク
の
袋
は
、
ビ
ニ
ー
ル
系
の
ご
み

透
明
袋
に
緑
色
の
字
の
袋
は
、

ア
ル
ミ
缶
類
の
ご
み

透
明
袋
に
オ
レ
ン
ジ
色
の
字
の
袋
は
、
ス
チ
ー
ル
缶
類
の
ご
み

月
曜
日

士易 所回収日 地区

桜 建 ミaJl. 事 手先 所圭又石原 


沼江 
  

第

J召� t工 集� ~ 所

掛� Iノコ、 集 z入 所 前ー 三z 

J A生比奈支所保冷庫前

掛谷火

曜 山西�  
(果樹試験場上り口)

日 農 婦 人 家中角 のネナ

(4日) 。 馬越ごみフェンス横

第 今山 今山橋北詰ごみフェンス横

黒岩 運動場入口(小屋の横)

星谷 川口幸ー さん宅の貯蔵庫前

横所三ロ士I;南 坊 ロ(10日) 中 山

，生名第 庵キホ東

ク 島豆腐屋 さ ん 前

月 久 国 集 ぷz〉z、 所 裏久国

曜 棚里子 河 jll敷ゲートボール場横

日 。 パチンコ庖前道路南側�  

(17日)• ク 大 井 t匿 碑 の 前

ZLぷ集Jl目。 Z横� j頼 I 所

第 ク 花棚宗 ー さん宅東

四 ク 広瀬清 さ ん宅東

小倉新平さん宅前 三叉路イン火

曜 ク 感農!日 E 地

日 与川内� J A 与川内出 張所�  

(25日) 坂本�  J A 坂本事業所横

t自 防 きロ士口 所 横� イ〉� 

透
明
袋
に
青
色
の
字
の
袋
は
、
ピ
ン

・
ガ
ラ
ス
の
ご
み


透
明
袋
に
黒
色
の
字
の
袋
は
、

そ
の
他
金
属
類
の
ご
み


ア
ル
ミ
缶

・
ス
チ
ー
ル
缶
は
、

必
ず
水
で
洗
っ
て
指
定
の
袋
に
入
れ
て
出
し


て
く
だ
さ
い
。

ビ
ン

・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
、

キ
ャ
ッ
プ
を
は
ず
し
必
ず
水
で
洗
っ
て
指
定
の

11月あき缶回収日程表

袋
に
入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

*
ア
ル
ミ
缶
・
ス
チ
ー
ル
缶

・
ピ
ン
等
は
水
で
洗
う
こ
と
で
ご
み
ス
テ 

増
大
が
図
ら
れ
ま
す
。
積
極
的
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

l
シ
ヨ

*
リ
タ 
l

l
ル
び
ん

・
一
升
び
ん

・
牛
乳
び
ん
)
は
、
販
売

ン
等
か
ら
の
悪
臭
の
発
生
を
抑
制
し
、
リ
サ
イ
ク
ル
資
源
と
し
て
の
活
用
の

ナ
ブ
ル
び
ん
(
ピ

屈
に
返
却
し
ま
し
ょ
う
。

放 
唱

・

咽 

、¥J 不用犬の引き取り日� 
I
U

E

E
-

つ-は
同
岡


山
…
日
日

や
・

3
9

‘

噌

飢
月
月

1

1

+
A
F
E
-
-

E
'

※登録している犬の場合は，鑑札の

通
一
関
一
服

交
冨
『

犬の

資源ごみ(古紙・缶類・生ごみ等)

の取り扱いについて

一一古布の回収が

できなくなりました

段ボール紙・古紙(古本・雑誌)・新聞紙は，

農村婦人の家の岸上イマノさんは� -3324) に

連絡し，毎月第� l土曜日の午前 9時までにリサ

イクル保管庫(農村婦人の家)へ自分で運んで

ください。

古布については資源ごみとして取り扱いをし

ていましたが，引取業者の関係で， 古布は回収

できなくなりましたので，x拡えるごみとして小

さく裁断し，ブルーの袋に入れて各地区ごみス

テーションに出してくださ� L瓦。

アルミ缶・スチール缶は，各地区の減量化推

、'---""'
進委員 さんの指導に従い，月 1回の指定された

日に所定の場所に分別し出してください。

生ごみ(有機物のごみ)は，自宅にコンポス

ターを設置し，堆肥としてリサイクルすれば立

派な肥料として使用できます。

...リサイクル保管倉

返還と手続きに印鑑が必要です。� 

-電話のご相談もお受けします

園盟
包0886-:，J:，J-~:，J 14~~-ûι I u(直通)

相談日:月曜から金曜午前 9 時305ナ~12時

午後 l 時~4 時40分(祝祭日を除く)

・専門の相談員が親身になってご相談に応じます0

・弁護士相談日:(予約制 相談無料)

毎月第1・第3水曜日 午後 1 時~4 時

回

社団法人 日本損害保険協会

徳島自動車保険請求相談センター
徳島市西船場町1-14明治生命徳島ビル6階

MUS04
テキストボックス
守ってくださいごみの出し方
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， 

浄化槽からの臭いが
ひどいのですが

臭気の原因で考えられるのは� 

① 	 ブロワーの異常による浄化槽の

機能低下� 

② 浄化槽の清掃不足� 

③ 排気設備の不良� 

浄化槽からの音が

気になります 


浄化槽からの「音」や，t辰動」につ

いて，原因を特定するのは.かなり難

しいことです。過去の例では

①
 ブロワ一自体が原因

④ マンホール蓋の密聞が不十分

などがあります。専門知識がなけ

れば対処できないものもありますの

で，委託している保守点検業者に連

絡して，適正芯措置をとるようにし

てください。 ...浄化槽のブロワー

経b
、、、、ρ『1-1CJ3 

¥<-)-p? 、� 
J ¥ 'i!i診 Q~-

、rp¥iょj…ιuf;zg墨デ

認定商品名 地 区 リサイ クル協力業務

丸田酒庖 西 岡 リターナ ブル瓶の回収

かねやす酒庖 中角 リターナブル瓶の回収

豊井酒庖 枚目里子 リターナ ブル瓶の回収

谷口酒庖 中山 リターナブル瓶の回収

定作酒!苫 横瀬 リタ ーナブル瓶の回収

速水商庖 横瀬 リターナブル瓶の回収

中� f艮商!吉 生名 簡易包装の推進 ・買い物袋の削減

寒 山商庖 相関里子 簡易包装の推進 ・買 い物袋の削減
プ

(
環
境
に

・家屋の土台などと接触している

・聞こえる部屋と接近しすぎている� 

② 浄化槽本体が原因	
戸¥

いすれの場合でも.早めに保守点検

業者� (あるいは施工業者)に連絡して

ください。� 

〆-、、、

y

び
資
源
化
な
ど
に
理
解
と
協
力
を
求
め
る
た

め
、
小
売
庖
等
を
エ

コ
シ

ヨ

や
さ
し
い
庖
)
と
し
て
認
定
し
、
広
く
県
民

に
ピ
�
 1
ア
ー
ル
し
て
い
ま
す
。
今
回
勝
浦
町

に
お
い
て
、
次
の
八
屈
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

徳
島
県
で
は
、
環
境
保
護

・
ご
み
減
量
及

|
|
町
内
八
商
屈
が
工
コ
シ
ョ
ッ
プ
に
認
定
|

|

ー
ク
商
品
等
)
の
積
極
的
な
取
り
扱
い

に
努
め
る
。

五

空

き

缶

、
牛
乳
パ
ッ
ク
、
ト
レ
イ
等
の
資
源
回

収
ポ
ス

ト
の
設
置
や
、
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
の
提
供
等
地
域
の
資
源
回
収
拠
点
と
な
り
、
リ

サ
イ
ク
ル
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

六

取
扱
商
品
の
リ
サ
イ
ク
ル
や
修
理
、
リ
フ
ォ
|

ム
ル
乞
行
い
っ
て
い
る
。

七

百

や

事
務
所
か
ら
出
る
ご
み
の
資
減
化
や
広
告

チ
ラ
シ
、
事
務
用
紙
等
へ
の
再
生
紙
の
使
用
を
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

八
そ
の
ほ
か
そ
れ
ぞ
れ
の
庖
の
創
意
工
夫
に
よ
り
、

ご
み
の
減
量
化
及
び
資
源
化
を
行
っ
て
い
る
。

四
環
境
保
全
型
商
品

(
エ
ゴ
マ
 

ク
・
グ
リ
ー
ン
マ

l

女
工
コ
シ
ョ
ッ
プ
の
認
定
に
つ
い
て

エ
コ
シ
ョ
ッ
プ
の
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
商
屈

は
、
次
の
項
目
の

一つ
以
上
の
条
件
を
ク
リ
ア
し
て

い
れ
ば
、
申
請
書
を
提
出
し
認
定
さ
れ
ま
す
。
申
請

書
は
環
境
衛
生
課
に
あ
り
ま
す
。
町
内
の
商
庖
の
み

な
さ
ん
、
積
極
的
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

一

包
装
紙
、
袋
等
の
簡
素
化
等
簡
易
包
装
の
推
進

に
努
め
る
。

二

ト
レ
イ
等
を
使
わ
ず
に
販
売
し
て
い
る
。

三

買

物
か
ご
持
参
等
の
ピ
1
ア
ー
ル
な
ど
に
よ
り
、

買
物
袋
の
削
減
に
努
め
る
。

ご
み
の
減
量
化
・
再
利
用
に

協
力
し
ま
す
ノ買い物しながら、

ごみ減量とリサイクル
で~るニとから . .貨に & v.1:.・;1.行 .脅し怠す.

徳島県既定

工コショップ

回
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くらしと税金展の 美味しいみかんはし、かが?

ご案内�  

fffぞぢ


¥-
議翌三「囲内~ ..¥¥込

ウ入居資格について ル且，JJlj.品川 ---r亙公営住宅の家賃制度に

〈改正前>� I lll.lUU

第� 1種公営住宅が空 汚~目出

き家でも，そこに第� 2 ~I問ρN ‘匝乱

か
れ
と

日

時十
一
月
十
六
日
(
日
曜
日
)

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時

場
所
星
谷
運
動
公
園 

マ
ー
ケ
ッ
ト

*
地
方
公
共
団
体

・
関
係
民
間
団
体

合
阿
波
の
地
酒

る 

ツ
力
イ
ト
、
シ
ン
グ
ル
カ
イ
ト
飛
行

秋
空
市
・
フ
リ 

-R



国
税
庁
は
、
わ
た
し
た
ち
の
く
ら

m
l

し
を
豊
か
に
す
る
た
め
に
役
立

っ
て

い
る
税
の
意
義
や
役
割
を
広
く
国
民

の
皆
さ
ん
に
理
解
し
考
え
て
い
た
だ

く
た
め
に
、
十
一
月
十
一
日
か
ら
十

七
日
ま
で
の
一
週
間
を
「
税
を
知
る

l

週
間
」
と
し
、
各
種
の
行
事
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

徳
島
税
務
署
で
は
、
十
一
月
八
日

ωか
ら
十
日
間
ま
で
徳
島
駅
前
の
徳

島
そ
ご
う
八
階
特
別
催
し
会
場
で
、
税

の
し
く
み
や
使
い
み
ち
な
ど
を
紹
介

す
る
「
く
ら
し
と
税
金
展
」
を
開
催

い
た
し
ま
す
の
で
、
多
数
の
ご
来
場
を

還
付
申
告
書
作
成
体
験
コ
ー
ナ
ー

タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
|

禽
税
金
ク
イ
ズ

-R



食
中
学
生
の
税
に
関
す
る
ポ
ス
タ
ー

小
学
生
の
税
の
作
品
(
習
字
)

小

・
中

・
高
校
生
の
税
の
作
文

-R-R



{
税
金
展
の
各
コ
ー
ナ
ー
ご
案
内
】

女
税
の
無
料
相
談

品
の
販
売
を
行
い
ま
す
。

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

町
の
持
産
品
・
手
作
り
品

・
加
工

の
飛
行
が
で
き
る
ほ
か
、
指
導
者
に

よ
る
ス
ポ
ー
ツ
カ
イ
ト
の
飛
行
も
あ

り
ま
す
。

昧
覚
の
秋
、
勝
浦
町
特

産
の
み
か
ん
の
ピ
1
ア
ー

ル
の
た
め
、
み
か
ん
狩
り
シ

ー
ズ
ン
ま
っ
た
だ
中
「
第

6
回
勝
浦
み
か
ん
祭
り
」

を
開
催
し
ま
す
。

自
分
で
作

っ
た
シ
ン
グ
ル
カ
イ
ト

ク
ラ
ブ
員
の
指
導
が
あ
り
ま
す
。

パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
体
験
飛
行

秋
空
の
も
と
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト

で
楽
し
い

一
日
を
過
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
多
数
の
方
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

.
共
和
国
大
統
領
選
出

・
み
か
ん
か
た
ぎ
競
争

.
み
か
ん
早
喰
い
競
争

・
海
外
旅
行
が
当
る
ス
ー
パ
ー
み

か
ん
ク
イ
ズ

-
恐
竜
の
ぬ
い
ぐ
る
み
勢
ぞ
ろ
い

.
恐
竜
と
子
供

ω綱
引

主
な
イ
ベ
ン
ト 

務局にみかんの便りの営で

.0<> 

税を知る週間� -11月11日----11月17日-

\~) 

町営住宅の入居ゃ家賃算定の方法が変りました。\~ 

-改正のポイント イ収入申告について 奴λ申舎
1 家賃制度の抜本的見直しを図り，収入の 適切な家賃設定を も孟潟l、Lまえ

減少にもきめ細かに対応します。� するため，入居者の� r ------.JLー==n
2 高齢者や障害者世帯は，入居資格が緩和 方々に，毎年度の収� 合同間u 一

され，より入居しやすくなります。 入申告をしていただ 伺� 制!耐 圃圃んめι

・改正の具体的な例 きます。

-R



回勝浦みかん祭6第16 11/

女
主

催
勝
浦
町
み
か
ん
祭
り
実
行
委
員
会

代

表

坪

井

事
務
局 

(告
二
l

ついて

く改正前〉
入居者の収入が減少し

でも家賃は一定のままで，

収入の変動に対応できま

せんでした。� 

(改正後〉

種公営住宅対象者は入 Cf ~::\ A，てー「〆!三塁j

居できませんでした。� υ"~J~~ 
〈改正後> uu1.岨

公営住宅の種別区分が廃止され，一定額以下

一
二
一
三

九
)

固

入居者の収入や住宅の の収入であれば，全ての公営住宅への入居資格が

規模，立地条件，築年数な できました。

どに応じて，毎年度きめ細 ※新制度は，平成10年� 4月1日から実施されま

かな家賃を設定します。� す。

MUS04
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健

f¥ 

〆『、、

A 受賞者を代表して謝辞を述べる

坂口貞縫さん

工アロビクスで汗を流す参加者たち
企寸劇の中でシルバー人材センター派遣

福
祉
ま
つ
り


康
•

勝
浦
町
社
会
福
祉
協
議
会
設
立
三
十
周
年
記
念
大
会

表
彰
及
び
感
謝
状
贈
呈
者

-
勝
浦
町
長
表
彰

棚

野

蔀

長

吉

(善

意

銀

行 
)

阿
波
銀
行
勝
浦
支
庖
職
員
一

三
好

君

代 

(自

立

更

生 
)

棚
野
貞
岡
八
重
子
(老

人

介

護 
)

久
国
久
国
愛
育
班
(
健
康
ゃ
つ
く
り
)

生
名

盛

大

に

終

る

次
い
で
来
賓
の
岡
本
富
治
県
議
会

議
員
、
押
栗
義
雄
町
議
会
議
長
か
ら

祝
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
受

賞
者
を
代
表
し
て
、
坂
口
貞
雄
さ
ん

か
ら
謝
辞
が
あ
り
式
典
を
終
了
し
ま

し
た
。

企体験をもとにユーモアを交え芯がう家庭

そ
の
後
特
別
講
演
と
し
て
「
出
逢

教育について講演される海原小浜さん

い
、
ふ
れ
あ
い
、
思
い
や
り
の
人
生
」

と
題
し
て
タ
レ
ン
ト
の
海
原
小
浜
さ

ん
に
よ
る
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

小
浜
さ
ん
は
「
子
に
気
が
ね
し
て
い

る
よ
う
で
は
ち
ゃ
ん
と
育
ち
ま
せ
ん
」

な
ど
体
験
に
裏
打
ち
さ
れ
た
家
庭

教
育
、
し
つ
け
に
つ
い
て
ユ
ー
モ
ア

を
交
え
な
が
ら
わ
か
り
や
す
く
講
演

さ
れ
、
参
加
者
は
真
剣
に
耳
を
傾
け

て
い
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
、
オ
レ
ン
ジ
座
に
よ

る
在
宅
ケ
ア
を
テ
ー
マ
に
し
た
劇
が

上
演
さ
れ
、
高
齢
化
に
伴

っ
て
増
加

について訪問のようす

が
予
測
さ
れ
る
寝
た
き
り
や
痴
呆
の

予
防
の
必
要
性
を
痛
感
し
ま
し
た
。

ま
た
恒
例
に
な

っ
た
健
康
体
操
、
エ

ア
ロ
ビ
ク
ス
で
快
い
汗
を
流
し
た
り
、

今
回
初
め
て
設
置
し
た
栄
養
相
談
で

は
、
食
生
活
改
善
推
進
員
さ
ん
に
よ

る
骨
組
窓
症
予
防
の
呼
び
か
け
や
試

食
に
よ
る
啓
蒙
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

開
催
に
あ
た
り
ご
協
力
い
た
だ
き
ま

し
た
関
係
者
の
方
々
に
厚
く
わ
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

表
彰
状
並
び
に
感
謝
状
を
受
け
ら

れ
た
方
々
は
次
の
と
お
り
で
す
。

A

J
A
勝
浦
郡
生
比
奈
支
所
役
職
員

一
同 

・
勝
浦
町
社
会
福
祉
協
議
会
々
長
表
彰

坂

本

横

山

聖

子

生

名

平

井

力 

(歳
末
た
す
け
あ
い 
)

坂
本
小
学
校
児
童
会
職
員

一
同 

与
川
内

美

馬

定
(歳
末
た
す
け
あ
い 
)

(社

協

役

員

)

去
る
十
月
十
八
日
回
、
農
村
環
境

改
善
セ
ン
タ
ー
及
び
勤
労
者
体
育
館

に
お
い
て
「
健
康
や
福
祉
に
つ
い
て

町
民
総
ぐ
る
み
で
考
え
、
住
み
よ
い

ま
ち
づ
く
り
を
図
ろ
う
」
と
い
う
目
的

で
九
第
七
回
健
康

・
福
祉
ま
つ
り
が

町
民
五
百
名
余
り
の
参
加
を
得
て
、盛

大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

森
健
厚
生
常
任
委
員
会
副
委
員
長

の
開
会
の
こ
と
ば
で
始
ま
り
、

川

口
幸
一
勝
浦
町
長
、
大
井
儀
社
会
福

祉
協
議
会
々
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、

保
健

・
福
祉
に
貢
献
の
あ

っ
た
方
々

及
び
社
会
福
祉
協
議
会
設
立
三
十
周

年
記
念
に
あ
た
り
表
彰
さ
れ
る
方
々

に
表
彰
状
並
び
に
感
謝
状
が
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。

(社

協

役

員 
)

沼

江

高

橋

正

雄 

(社

協

役

員 
)

今
山
二
階
堂
清
子
(
老
人
福
祉
)

坂

本

大

亀

恵

一
(
老

人

福

祉 
)

棚

野

田

中

一房

一
(
老

人

福

祉 
)

沼

江

高

田

治

(

障

害

者

福

祉 

)

棚

野

中

尾

治

義 

(障
害
者
福
祉
)

生

名

樋

本

忠

教

(父

子

福

祉 
)

横
瀬
贋
安
美
枝
子
(母

子

福

祉 
)

中
角
増
田
美
枝
子
(
母
子
福
祉
)

・
勝
浦
町
社
会
福
祉
協
議
会
々
長
感
謝
状

坂

本

大

谷

智

彦

(

善

意

銀

行 

)

横

瀬

清

水

考

志

(善

意

銀

行 
)

中

山

谷

尻

松

雄

(

善

意

銀

行 

)

久

国

中

西

康

(

善

意

銀

行 

)

横

瀬

林

雅

則 

(善

意

銀

行 
) 

横� 
j頼

与
川
内

石 星 棚 中
原 谷 里子 山

湯 中 橋
浅 西 本

(歳
末
た
す
け
あ
い 
)

赤

岩

光
(
歳
末
た
す
け
あ
い
)

山
本
フ
ク
エ 

栗
城

勝
浦
町
社
会
福
祉
協
議
会
設
立
三
十
周
年
記
念
大
会
表
彰
状
贈
呈
者

一(敬称略 

) 

横

瀬

大

川

恵

二
社

協

役

員 
)

生

名

小

西

兵

二
(
社

協

役

員
)

星

谷

坂

口

員

雄

(

社

協

役

員

)

棚

野

竹

田

貞

美 

(事

務

局

長 
)

横

瀬

吉

岡

喜
美
雄
(事

務

局

長 
)

羽
ノ
浦
町
庵
本
す
み
こ
(事

務

局

長 
)

棚

野

穏

萱

澄

江 

(
ホ 
ム
ヘ
ル
パ

l

-
勝
浦
町
社
会
福
祉
協
議
会
三
十
周

年
記
念
会
長
顕
彰

横
瀬
故
中
田
森
蔵
(社

協

役

員

)

中

角

故

古

井

治 

(
社

協

役

員

)

中
山
故
庵
本
敬
雄
(事

務

局

長 
)

沼

江

故

橋

谷

暗 

(事

務

局

長

)

・
勝
浦
町
社
会
福
祉
協
議
会
三
十
周

年
記
念
会
長
表
彰

西

岡

大

西

勝

幸

(

社

協

役

員
)

生
名
中
野
久
子
(
ホ 
ム
へ
ル
パ 

横

瀬

中

川

シ
ゲ
子
(
ホ 

l

(敬
称
略
)

同 

(歳
末
た
す
け
あ
い 
) 

(歳
末
た
す
け
あ
い 
)

目
同
円
 

ψ
剛
山
町


(
歳
末
た
す
け
あ
い
)

照
子

(歳
末
た
す
け
あ
い 
)

文
夫

(
歳
末
た
す
け
あ
い
)

賓
(歳
末
た
す
け
あ
い 
)

ム
ヘ
ル
パ 

l

l
)

l
)

l
)

回

MUS04
テキストボックス
健康福祉まつり

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ



O
Y

H

l l
N

日 11謹 内 ぽZコでー 受 付 時間 士碁 所 女サ 象 者
持参する
もの 他� 

5 骨組75症予防教室，健康相談� 9 : 30~11 :00 星 谷集会所 自主 住 民 健康子Jt長� 

7 金 健 康 本目 員炎� 1 3:30~ 1 5 : 00 石原集会所 自主 住 民 健康手帳� 

10 月 骨粗窓症予防教室，健康相談� 9 : 30~11 :00 沼江集会所 自主� f主 民 健康手帳� 

11 火 骨 粗 怒症予防教室�  9 : 30~ 14: 00 棚野集会所 自主 住 民 健康手帳� 

12 水 健 康 キ目 吾ログ;!叉5 13 : 30~ 1 4:30 生名センター 一 市生 住 民 健康手帳� 

14 金� 1歳� 6か月児健康診査�  13:30~ 14:00 
農村環境改善
セ ンタ ー

6日から1月3年8平成� 
月30日までに生まれた子

!日J ，i会決

母チ健康干帳� 

17 月 健 康 相 談� 13 : 30~ 1 5 : 00 中角集会所 市生 住 民 健康手帳� 

19 水 骨粗程症予防教室，健康相談� 9 :30~ 11 :00 坂本集会所 自主� f主 民 健康手帳� 

20 木 健 康 キ目 吾両L4Kご� 1 0:00~ 11 :30 久国集会所 一 自主 住 民 健康手帳� 

26 水 健 康 本目 圭ログ水叉� 1O : 00~ 11 :30 勝浦会館 一 自又 住 民 健康手帳� 

27 木 股関節脱臼検診�  1 3 : 00~ 1 3 : 30 勝浦病院
平成� 9年 4月 1日から� 9
月30日までに生まれた子

母子健康手帳

南佐 手L 食 講 習� dzkz 13 : OO~13 :45 
農村環境改善

セ ン ター

平成 8年12月 1日から平� 

成� 9年 9月30日までに生

まれた子� 

母子健康手帳28 金
手L 児 健 康 きp，::::人μ 査� 1 4 : 00~ 14 : 30 

シ
リ
ー
ズ 
①

脂
肪
肝
を
予
防
し
よ
う

肥
満
が
重
な
り
、
少
な
い
量
の
ア

ル
コ
ー
ル
で
も

っ
と
早
く
発
症
し

ま
す
。
ま
た
工
、
不
ル
ギ 

の
と
り

過
ぎ
と
い
う
点
で
は
甘
い
も
の
の

過
食
も
油
脂
と
同
じ
こ
と
で
す
。

肝
臓
は
、

工
、
不
ル
ギ 

の
供
給

を
し
て
い
る
の
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

過
剰
に
な
る
と

一
時
的
に
貯
蔵
し

ま
す
が
、
そ
れ
が
慢
性
的
に
脂
肪

貯
蔵
が
重
な

っ
た
状
態
と
い
え
ま

す
。
一

度
貯
ま
る
と
、
長
期
間
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
制
限
や
運
動
を
行

っ

て
も
容
易
に
肝
臓
か
ら
の
脂
肪
は

取
り
除
け
ま
せ
ん
。 

(次
回
は
、 

な
ぜ
恐
い
か 

と
予


防
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
)


ま
た
十
月
の
広
報
で
お
知
ら
せ

し
ま
し
た
と
お
り
、
十
二
月
二
十


と
が
多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
成

五
日
ま
で
町
内
医
療
機
関
に
お
い


人
男
性
の

一 

、
女
性
の
三
官

て
、
健
康
診
査
を
行

っ
て

い
ま
す


の
で
、
ま
だ
受
診
し
て
い
な
い
人

は
、
期
間
内
に
必
ず
受
診
し
ま
し

最
近
、
健
康
診
査
な
ど
で
よ
く

診
断
さ
れ
る
脂
肪
肝
に
つ
い
て
シ

リ
ー
ズ
で
考
え
て
み
た
い
と
思
い

ま
す
。

今
回
は

「な
ぜ
脂
肪
肝
に
な
る
か
」
に
つ

い
て

肝
臓
は

一
キ
ロ
か
ら

一
・
二
キ

ロ
グ
ラ
ム
あ
る
大
き
な
組
織
で
す

が
、
そ
の
働
き
は
よ
く
化
学
工
場

か
ん
じ
ん
か
命
的

に
例
え
ら
れ
ま
す
。
肝
心
要
と
い

わ
れ
る
よ
う
に
大
切
な
臓
器
で
す

が
、
辛
抱
強
く
、
黄
信
号
や
赤
信

号
は
め

っ
た
に
出
さ
ず
、
気
が
つ

い
た
と
き
に
は
既
に
遅
い
と
き
も

あ
り
ま
す
。
最
近
は
人
間
ド

ッ
ク

な
ど
で
画
像
診
断
に
よ

っ
て
早
自

に
「
脂
肪
肝
」
と
判
断
さ
れ
る
こ

に
み
ら
れ
ま
す
。

脂
肪
肝
の
三
大
原
因
は
、
肥
満
、

糖
尿
病
、
ア
ル
コ
ー
ル
で
す
。
こ

れ
ら
が
複
合
す
る
と
さ
ら
に
脂
肪

肝
に
な
り
や
す
く
、
つ
ま
り
晩
酌

に
日
本
酒
三
合
を
毎
晩
五
年
間
続

け
る
と
脂
肪
肝
が
発
症
し
や
す
い

の
で
す
。
さ
ら
に
お
つ
ま
み
に
油

っ
こ
い
も
の
を
選
ん
で
い
る
と
、 

a

ト
4
v 

h

勺
ノ。

11の保健行事� お問い合わせは環境衛生課保健婦へ

1¥J 

\~ 

園
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f¥ 

) 


生後12月以上90月来� 

-Ri前� 

こり，破傷風は傷口

から菌が体内へ入り
病 状

おこる病気で，重症 で治りますが，合併 合併症として気管支

化することがありま 症を伴うと重症化す 炎や中耳炎，JI必炎な

す。� ることがあります。	 とをおこすことがあ

ります。� 

l期初回� ..3回接種 l回接種	 l回f妾極

生後� 3月以上90月 -生後12月以上90月

未満� 未満� 

(定期接種) 上の間隔をおい て 平成15年9月30日

接種 までは，昭和54年� 

4月2日から昭和� 

62年10月1日まで

の聞に生まれた12

歳以上16歳未満の

者

委託期間
平成� 9年10月1日~ 平成� 9年9月1日~ 平成� 9年10月� l日~

平成10年2月末日� 平成� 9年11月末日 平成10年2月末日

2可� 000円� 

事ヰ� 金 釦E 料 (医療機関窓口へ支

fムってください。� )

l期追加…� l回接種 -小学生については，

生後� 3月以上90月 平成11年度まで生

(l回終了後� 6か月以対象年齢� 

後90月以下の者

-中学生については，

未満

酬回接種:J

l

-
風
し
ん
接
種
上
の
注
意
点 

v 

f
E間

廊

瞳

層

信

良

凶


、
、
、
、に
 

f
E
f
E
f
E
f

f
E

伝
染
病
予
防
の
た
め
町
内
医
療
機

関
に
お
い
て
、
次
の
と
お
り
予
防
接

種
を
行
い
ま
す
。

予
防
接
種
説
明
書
、
予
防
接
種
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
、
予
防
接
種
券
等
を
確

認
の
上
、
定
期
接
種
の
期
間
内
に
受

け
ま
し
ょ
う
。

※
接
種
を
受
け
る
場
合
は
予
約
が
必

要
で
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
医
療

機
関
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
任
意
接
種
と
な
っ
た
場
合
は
、
自
己
負
担
と
な
り
ま

い
• 

平
成
九
年
度

振
動
障
害
健
康
診
断


を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
場
合
は
接
種
を
行
い
ま
せ
ん
。

日 

こ
の
健
診
は
、
振
動
工
具
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
起

こ
る
病
気
の
早
期
発
見
と
早
期
治
療
を
目
的
に
行
う
も
の
で

-
幼
児
に
つ
い
て
行
う
風
し
ん
の
予
防
接
種
は
、

、ん
接
種
後
に
行
う
こ
と
を
原
則
と
し
ま
す
。

・
中
学
生
の
男
女
と
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

し� 
麻

-日日
• 


・
小
中
学
生
に
つ
い
て
は
、
以
前
に
風
し
ん
の
予
防
接
種 

"

す
。

(
風
し
ん

・
麻
し
ん
六
千
円
、
百
日
咳

・
ジ
フ

テ
リ
ア

・
破
傷
風
三
種
混
合
五
千
五
百
円
と
な
り
ま

日い-
す
。県

(
健
康
増
進
課
)
で
は
、
次
の
と
お
り
健
診
の
予
定
を
し

す
の
で
医
療
機
関
窓
口
へ
直
接
支
払
っ
て
く
だ
さ
い
。
)
日 

て
い
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
、
十

一
月
十
四
日
ま
で
に
役
場

環
境
衛
生
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
(
宮
二
|
二
五

一
一
) 

①
健
康
診
断
実
施
予
定
時
期
・
:
平
成
十
年
一
月
1
二
月
の
間 

②
健
康
診
断
実
施
機
関
:
・
保
健
所 

③
対
象
者
・・
・左
表
に
掲
げ
た
振
動
工
具
を
使
用
す
る
人

④
そ
の
他
・
:
林
業
労
働
者
(
林
業
の
み
に
従
事
し
て
い
る
者
)

に
つ
い
て
は
、
林
業
木
材
製
造
業
労
働
災
害
防
止
協
会
徳

島
県
支
部
か
ら
案
内
が
あ
り
ま
す
の
で
、
今
回
の
申
込
み

は
不
要
で
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、

役
場
・
環
境
衛
生
課

保
健
婦
へ 

(
宮
二
|
一一

の

て 

風しん 麻しん

ん

感

病

を

し

つ

る

ん

麻

ま

こ

し

飛

お

発

の

り

を

位

ス

こ

ど

日

ル

わ

な 

3

イ
で
凱
…

ウ

染

発

し

ん

感

'

と

し

つ

ん

状

風

ま

し

症

飛

発

主
j k

川
し

ス

つ

臼
山
弁
」

ル

よ

イ

に

で

症

ウ

染

気

主
状

五
一
一
)

①

さ

く

岩

機

②

チ

ッ

ピ

ン

グ

ハ

ン

マ

ー

キ
ン
グ
ハ
ン
マ
ー

③
ス
ケ
ー
リ
ン
グ
ハ
ン
マ

ー

医療機関 赤、岩医院 ・山西医院 ・勝浦病院

l

※
な
お
、
詳
し
く
日
程
等
が
決
ま
り
ま
し
た
ら
、

み
を
さ
れ
た
方
へ
通
知
し
ま
す
。

労
働
省
で
は
、
振
動
業
務
の
範
囲
と
し
て
、
次
に
掲
げ
る

振
動
工
具
を
取
り
扱
う
業
務
を
規
定
し
て
い
ま
す
。

百日咳・ジフテリア

破傷風

百日咳，ジフテリ

アは飛まつ感染で‘お

同


③

鋲

打

機

④

コ

⑤

ハ

ン

ド

ハ

ン

マ

ー

⑤

ベ

ビ

⑦
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
レ
ー
カ

l

⑨
サ
ン
ド
ラ
ン
マ 

⑮
チ
ェ
ン
ソ
|

⑪
ブ
ッ
シ
ュ
ク
リ
ー
ナ
ー
⑫
エ
ン
ジ
ン
カ
ッ
タ
ー

⑬
携
帯
用
木
材
皮
は
ぎ
機
⑪
携
帯
用
タ
イ
タ
ン
パ

⑬

携

帯

用

研

削

盤

⑬

ス

イ

ン

グ

研

削

盤

⑪

卓

上

用

研

削

盤

⑬

床

上

用

研

削

盤

⑬
ー
か
ら
四
ま
で
に
掲
げ
る
振
動
工
具
と
類
似
の
振
動
を
身

体
局
所
に
与
え
る
と
認
め
ら
れ
る
工
具

病気になる前に

予防接種幻

受
診
申
込

l
ハ
ン
マ
ー

l

回
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「関
東
阿
波
か
つ
う
ら
会
」
の
発

会
式
が
、
九
月
二
十
八
日
間
に
東
京

大
手
町
の
サ
ン
ケ
イ
会
館
で
、
会
員

六
十
二
名
と
来
賓
の
方
々
、
勝
浦
町

か
ら
は
町
長
と
町
議
会
議
員
十

一
名

の
合
わ
せ
て
九
十
名
が
出
席
し
、
盛

大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

発
会
式
は
、
敏
鎌
厚

一
さ
ん 

(久

国
出
身

・
神
奈
川
県
相
模
原
市
在
住
)

の
司
会
で
始
ま
り
、
設
立
準
備
会
代

表
の
福
中
政
美
さ
ん 

(久
国
出
身

・

東
京
都
小
平
市
在
住
)
か
ら
「
か

つ

う
ら
会
を
通
し
て
交
流
の
輪
を
広
げ
、

親
睦
を
深
め
る
と
と
も
に
故
郷
と
の

き
ず
な
を
強
め
て
ほ
し
い
」
と
あ
い

さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

血 感大に行われた発会式

溝
内
義
幸
さ
ん 

(中
山
出
身

・
東
京
都
東
村
山
市
在
住
)

ら
三
名
と
、
三
十

一
名
の
役
員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
行
わ
れ
た
懇
親

会
で
は、

自
慢
の
踊
り
や

の
ど
を
披
露
し
た
り
、
町

が
展
示
し
た
特
産
品
の
抽

選
会
を
行
い
、
懐
か
し
い

品
や
、
ふ
る
さ
と
の
昧
を

そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
に
持
ち

帰
り
ま
し
た
。
短
い
時
間

で
し
た
が
、
近
況
報
告
や

故
郷
の
思
い
出
話
に
花
の

咲

い
た
、
充
実
し
た
楽
し

い
一
時
と
な
り
ま
し
た
。 

続
い
て
、
川
口
町
長
か
ら
福
中
会
長
に
会
旗
の
贈
呈

'---'

A

の
後
、
町
長
、
議
長
の
あ

限

い

さ
つ
、
さ
ら
に
、
ご
臨

旧

席

い

た
だ
い
た
今
川
県
人

配
会
々
長
は
じ
め
、
岡
本
県

性

議
会
議
員
、
近
畿
か

つ
う

碕

ら
ふ
る
さ
と
会
の
平
賀
会

酎

長

の
祝
辞
が
あ
り
、
本
年

一切
度
の
事
業
計
画
等
を
協
議

錦

し
て
発
会
式
を
終
了
し
ま 

し
た
。

A なごやかな懇親会

10/10 体育の日
 

.‘大けS号窃
 
秋の気配が漂いはじめた10

月10日働，恒例の「あるけあ

るけ大会」が，星省運動公園

から星谷寺，星の岩屋までの

四国の道，みかん畑のコース

で行われました。

今年の大会には，町内外か & 集合場所の星谷運動公園で受付� f 

A 山道を登ってきて疲れたのか，ゲームでも ら約60人が参加し，色づき始
矯のらんかんに腰をおろしたまま。� 

窃 号Sけ
、
、-'� 

めたみかん畑の山道をワイワ

イと楽しみながら登っていま

した。

終点の星谷寺では，昼食や� 

Oxクイズ，道中クイズなど

のゲームを楽しみ，心地よい

涼
し
げ
な
滝
を
見
て
、
か
い
た
汗
も

ひ
い
て
い
き
ま
す
。

l

9/28 


近
畿
か
つ
う
ら
ふ
る
さ
と
会
に
つ
づ
い
て

『
関
東
阿
波
か
?
っ
ら
会
』
が
発
足
し
ま
し
た


発
会
式
の
議
長
に
谷
崎
泰
司
さ
ん

(星
谷
出
身

・
千

葉
県
市
川
市
在
住 
)
が
選
出
さ
れ
、
会
則
の
審
議
や
役

員
の
選
出
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
結
果
、
会
長
に
は
福
中
政
美
さ
ん
、
副
会
長
に
は

4
や
っ
と
星
の
岩
谷
に
到
着 

疲労感につつまれながら，ま

た来た道を下って.楽しい一

A ゲームで大きな賞品が手� lこ入りました。 日を過ごしました。

園

MUS04
テキストボックス
あるけあるけ大会

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ
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徳島県知事か ら表彰
石本正秀さんのご家庭� (5年間無診療家庭)� 

健康優良家庭に記念品贈呈

このたび生名の石本正秀さんが，多年にわたり国保税を完納さ

れるとともに，常にご家族の健康に留意され� 5年間無診療家庭

でしたので，徳島県知事から表彰を受けました。

また，右記の方々は，平成� 8年度の保険税を完納されるととも

に，平成� 8年 4月� 1日から平成� 9年� 3月31日までの� 1年間無診療

表
彰
状

石
本
手
脅
威

、寺
住
左
右
?
保
険
私

一E古川曲川
ポ
れ
争
と

ιも
れ
縫
康
家
庭 

E
と
l

て凶
昼
窯
撃
者
追惨
 

FL司
p

ト
責
H

航、
ふ
草 
l
k

ょ
っT
ヰ市川

 
h

支
え
終
ゐ
思
自
品
川

俊
席
目岬隆
団
体
連 
A

本
総
会
円い

め
?
}
れ 
E
ゑ
影
[
ま
す

キ
ど
叫
ん
年
十
月 

T
官

総
局
挟
撃
d

国
油
時
寿

家庭でしたので，記

念品をお贈りしまし

た。

なお，敬称は略さ

せていただきました。

世帯主氏名� I也 区 世帯主氏名� t也 区

前田正彦 沼江 坂田 一 晴 棚里子

松本良信 沼江 中田博夫 棚野

田中 シズエ 掛 谷 川 .上照夫 中 山

大本 厳 山西 中野 潔 中 山

勝本 幸 男 山西 羽j頼カ ズエ 中 山� 

石本正秀 生名 貞岡 肇 横� j頼

尾山定由 生名 篠塚フジエ 横瀬

大森茂美 生名 中原茂雄 与川内

大森良樹 今 山

@ 
こんな とき 届け出に必要なもの

保国

l
l
こ
ま

他の市区町村から転入してきたとき 印かん，他の市区町村の転出証明書

職場の健康保険をやめたとき 印かん，職場の健康保険をやめた証明書� 

職場の健康保険の被扶養者からはすれたとき 印かん，被扶養者になれない理由の証明書� 

警
14 
目

民
届
すt
出
を

し1
る
と
志、一

子どもが生まれたとき

生活保護を受けなくなったとき

外国人がはいるとき

印かん，保険証，母子健康手帳

印かん，保護廃止決定通知書

外国人登録証明書� 

保国

を
や
め
る
と
立~ユ

他の市区町村へ転出するとき 印かん.保険証

職場の健康保険にはいったとき

職場の健康保険の被扶養者になったとき

印かん，国保と職場の健康保険の両方の保
険証� (後者が未交付のときは加入したこと
を証明するもの)

国保の被保険者が死亡したとき

生活保護を受けるようになったとき

外国人がやめるとき

印かん，保険証，死亡を証明するもの

印かん，保険証，保護開始決定通知書

保険証. 外国人登録証明書

そ

の

他

退職者医療制度の対象になったとき

同じ市区町村内で住所が変わったとき

世帯主や氏名が変わったとき

世帯を分けたり.いっしょにしたとき

修学のため，別に住所を定めるとき

印かん，保険証，年金証書� 

印かん，保険証

印かん.保険証，在学証明書

保険証をなくしたとき� (あるいは汚れて使え
なくなったとき) 

印かん. 本人であることを証明するもの
(使えなくなった保険証など)

ノ

固

l
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テキストボックス
国保と医療費

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ
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-豆52歪蓮華干遣--・・

月
は
国
民
年
金
制
度
推
進
月
間
で
す
。


-

j とくしま年金・保険のつどいえ
今年も，昨年に引き続き 『とくしま年金 保険� j 

t のっと、し\~ を，下記の日程でおこないます。 秋の / 

f 一日.多くの皆様のご参加をお待ちしております。 ミ

日時平成9年

内容各種表彰式 (国民年金関係者，年金広報作品

各種相談(年金保険相談，医療健康相談，他) / 

f ミ講演(周富輝氏による実演をまじえた講演)

子供サッ力一教室(田口光久氏による指導)

その他キャラクターショーやクイズ，体力可

〆測定のコーナーなど盛り沢山でお贈りし .九

X ノます。ぜひご家族でお越しください。

も

/ 会場 アスティーとくしま� (徳島市山城町東浜傍示1)� j 

碍 コンクール入賞者等)

徳
島
県
で
は
、
十

一
月
を
「
国
民
年
金
制
度

推
進
月
間
」
と
定
め
て
、
年
金
制
度
に
つ
い
て

正
し
く
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

県

社

会

保
険
事
務
所
・
市
町
村
が
一
体
と
な
っ

て
、
広

く
県
民
の
皆
さ
ん
に
広
報
活
動
を
実
施
し
て
い

き
ま
す
。
そ
の
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
等
も
予
定
し

て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
年
金
を
も
っ
と

身
近
に
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
。 

家族経営協定を締結しようと考えていますが，

収益分配については，年により利益水準や各自

の働き具合がわからないので，それらをみなが、ら，夫

、J 婦で相談して決めるという内容にしたいと思っていま

す。このような内容でも，妻も農業者年金に加入でき

るのでしょうか。� 

.*~ 農業経営から生じ叫が帰属することは
経営者としての基本であり ，経営者として農業

者年金の加入資格を得るためには，家族経営協定に

おいて，収益分配の考え方やその方法が外形的に確

認できるように明記されていることが必要です。� 

2.収益の具体的な配分方法については，年� 1回(収

穫時)でも毎月でも，また，金額で明記するか配分

比等で定めるかなど，特段の定めはなく ，各農家で

決めていただいてよいのですが，ただ単に「毎年の

働き具合などをみながら相談して決める」というよ

うな書き方だけでは，その時期，収益の配分額等に

ついて，誰がどのようにして決めるのかなど不明確

であり ，事業から生じる収益が夫婦ともに帰属して

いることを確認し難いので このような家族経営協

定では農業者年金の加入資格を有する経営者とはな

りません。

収益の配分に当た っては，口座を作って振り込

むとその都度手数料を取られるし，また預金は

夫婦まとま った額の方が高い利子力ずつくので，夫から

妻に現金手渡しで領収書を受け取るというような方法

で行おうと思っていますが，妻の農業者年金加入に問

題はありませんか。

ー ‘ 農業経営を行う者であると認められるためには，

E・B収益が分配されていることが客観的に明らかに

されていることが必要です。しかしながら，ご指摘の

ような現金の手渡しだけでは，収益の分配が行われた

ことを後日客観的に確認することはできません。

このため，妻に分配される収訴を妻自身の口座に入

金し，妻が収益分配を受けていることを外形的に明ら

かにすることが必要です。

この場合，口座振込で行うことが夫からの収益配分

の事実が外形的に明らかになるので望ましいのですが，

現金で、手渡された場合でも，必ず自分の口座に入金し

その事実を外形的に明らかにしておく必要があります。� 

図� 
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8
分
に 
1
岡


秋の全国火災予防運動 

11月 9日----15日 

V
全
国
統
一
防
火
標
語 

f¥1 

/一、、‘

起
こ
す
ケ 
l こ

れ
か
ら
冬
型
の
気
圧
配
置
と
な
り
、
北
西
の
風
が
強
く
、
空
気
の

乾
燥
し
た
状
態
が
続
き
ま
す
。石
油
ス
ト
ー
ブ
な
ど
火
を
使
う
こ
と
も

多
く
な
り
ま
す
の
で
、
取
り
扱
い
に
は
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

住
宅
火
災
の
犠
牲
者
の
半
数
は
高
齢
者

火
災
に
よ
る
死
者
の
中
で
、
特
に
目

立
つ
の
が
高
齢
者
の
数
で
す
。
平
成
七

年

一
年
間
に
、
住
宅
火
災
に
よ

っ
て
死

亡
し
た
人
は
九
百
三
十
九
人
。
そ
の
う

ち
の
半
数
を
超
え
る
五
百
三
人
が
六
十

五
歳
以
上
の
高
齢
者
で
し
た
。

主
な
理
由
は
体
力
の
衰
え
や
病
気
、

体
が
不
自
由
で
あ

っ
た
た
め
の
逃
げ
遅

れ
で
す
。
石
油
ス
ト
ー
ブ
や
電
気
製
品

の
不
注
意
な
使
用
に
よ

っ
て、

一
人
暮

ら
し
の
お
年
寄
り
自
身
が
火
災
を
引
き

女
性
無
料
技
術
講
習
会


ど
こ
か
で
火
災
が
起
き
て
い
ま
す


お
年
寄
り
を
火
災
か
ら
守
る

つ
け
た
火
は
ち
ゃ
ん
と
消
す
ま
で
あ
な
た
の
火

火
災
の
危
険
性
の
少
な
い
生
活
へ
の

改
善
を

一
方
的
に
求
め
る
の
で
は
な
く
、

家
族
や
隣
人
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ 

の
方

l

々
が
、
生
活
の
中
の
防
火
対
策
を

一
緒

に
考
え
る
機
会
を
も
つ
こ
と
が
、
高
齢

者
を
火
災
か
ら
守
る
こ
と
に
つ
な
が
り

ま
す
。消

火
器
や
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設

置
す
る
。
暖
房
器
具
を
よ
り
安
全
性
の

高
い
も
の
に
代
え
る
。
ふ
と
ん
や
カ
ー

テ
ン
を
防
炎
製
品
に
す
る
。
さ
ら
に
、

消
火
や
避
難
方
法
、
火
災
の
発
生
を
周

囲
に
知
ら
せ
る
方
法
な
ど
、
住
宅
防
火

対
策
の
必
要
性
を
よ
く
話
し
合

っ
て
み

て
く
だ
さ
い
。

身
近
な
人
の
配
慮
が
高
齢
者
を
守
る

高
齢
者
を
火
災
の
犠
牲
者
と
し
な
い

た
め
に
は
、
ま
ず
、
高
齢
者
ご
本
人
に

身
の
回
り
の
危
険
を
自
覚
し
て
い
た
だ

く
こ
と
が
大
切
で
す
。
し
か
し
、
自
ら

の
生
活
に
出
火
の
危
険
性
が
あ
る
こ
と

や
、
自
力
避
難
の
難
し
さ
を
認
め
る
こ

と
の
抵
抗
感
か
ら
、
高
齢
者
は
昔
か
ら

の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
変
え
た
が
ら
な

い
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
周

囲
の
人
々
は
、
高
齢
者
の
こ
の
よ
う
な

心
情
に
十
分
に
配
慮
す
る
必
要
が
あ
り

ス
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
す
。

開


催


①寝タバコの厳禁

最も多い住宅火災の

発火源はタバコです。

持に寝タバコが原因の

火災で死者が出るケー

スが多く，就寝前に布

団の中での一服はとて

も危険です。

②台所を離れるときは

火を止める

死者が出るほどの大

火事は深夜に多いので

すが.火事が最も多発

するのは晩ごはんを準

備する夕方から午後 8
時にかけての時間帝。

電話や来客で，テンブ

ラなべなどを火にかけ

たまま台所を離れない

ようにしましょう。

③年に一度はプラグを

チェック

冷蔵庫など電気製品

のプラグをずっとコン

セントに差したままに

しておくと，長い間に

ほこりがたまり，そこ

に水分がつくと電気が

ショー卜して火事の原

因になります。タコ足配

線や電気コードを束ね

て使うのも危険です。

講習科目 経 理 事 務 ワ 一 プ 口

開催場所
女性職業センター

(徳島市中昭和町 1丁目)

工業技術センター

(徳島市雑賀町西開)

申込期間  11 / 26 ~ 12 / 2 12 / 10 ~ 12 / 16 

講習期間  12/15~ (平成 10) 2/5 (平成 10) 1/12~ 2/10 

講習内容 日日商簿記 3級程度の知識の習得 ワープロの基本操作及び機能の習得

受付場所 女性職業センター(徳島市中昭和町 ・総合福祉センター  1F) 

受講料 無料(但しテキスト代別途)

講習時間 午前  9時 30分~午後  3時 30分

受講資格 就業を希望する女性

その他

詳細は，徳島県女性職業センターにお問い合わせください。

女性職業センター 宮 0886-54-0121

テレフォンガイド 宮 0886-54-0124

図
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大
字
坂
本

字
平
野

大
字
沼
江

¥大
字
沼
江
字
山
路

字
神
谷 島

市

美
馬

概
一二 里子

大
字
坂
本	
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徳島医療福祉専門学校

i
m

9
月
刊
日
�
 
月
日
日

善

意
あ
り
が
と
'
つ
ご
ざ
い
ま
し
た

井川スキー場腕山

久
之
さ
ん
�
 (生
名
)

一
雄
さ
ん
�
 (中
角
)

第2回� 紅舞祭� 11129--30 日∞
 平成9年12月6
11月29日出 時間午後 1 時30分~ 3 時

1ノニュー7フlιオーヲこノ
場所 勝浦町農村環境改善センター

えJ
。いつでも滑れる人工造雪機� 勝浦郡勝浦町大字三渓字古)113-2 
4砂待たすに乗れるトリプルリフト 内容 講演会� 1.腰痛の予防と対策・300台収容の駐車場	 2.各種レクリ工ーションとリハ

以
上
の
方
か
ら
善
意
銀
行
に
善
意

が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

・センターハウスでレストラン・売	 ビリへの応用
居 ・レンタル営業

赤匿橋 .スノーボード(条件付き)滑走可能 11月30日(日) 時間午前10時~午後4時

津本
食皆様のお越しをお待ちいたしてお

場所 徳島医療福祉専門学校

勝浦郡勝浦町大字三渓字平128-1

夜間救急当番表 	  勝浦会館11月行事
¥』ノ

11月� 1日

11月③日

11月� 5日

11月� 7日

11月⑨日

11月11日

湯浅医院�  

勝浦病院�  

赤岩医院�  

勝浦病院 �  

上勝診療所� 

勝浦病院�  

2-2003 

2-2555 

2-2006 

2-2555 

6-0302 

2-2555 

11月13日

11月15日

11月17日

11月19日

11月21日

11月⑫日

11月25日

11月27日

11月29日

上勝第� 2診療所� 

勝浦病院�  

山西医院�  

勝浦病院�  

湯浅医院�  

勝浦病院�  

赤岩医院�  

勝浦病院 �  

上勝診療所� 

5-0152 

2-2555 

2-3027 

2-2555 

2-20.03 

2-2555 

2-2006 

2-2555 

6-0302 

⑪⑨ 
心配ごと相談

-日時 11月7日働
 

11月14日働
 

11月21日働
 

11月28日働


-時間


午前10時~午後� 3時


・内容

人権・行政・厚生・福祉

・場所

住民福祉センター� 2階� 

受付しげ川て叩おi-時哨軽叶
ま…す拘巾の灯で

教室名 実 施 日 時 間� 

ワープロ
4 11 18 25 

午後 7:00 ~
火 火 火 火� 

6 13 27 
午後 7:30 ~陶芸

木 木 木� 

5 12 19 
午後 8:00 ~踊 り

7J，水� 

生け花
5 20 

午後 8 : 00 ~
木� 

7 14 21 28 -
午後 7 : 00 ~習 ，子~・

金 金 金 金� 

13 20 29 木Blft日は午後� l時

土眼目は

午後� 6時30分から� 

大正琴
木 木 土

電
電
電
電
 

慶
子
さ
ん

(生
名
)
 

名

(横
瀬
)
 

治
さ
ん
�
 (今
山
)
 

ります。

女お問い合わせは

・井川町役場産業課

宮� 0883-78-2111 
.井川スキー場腕山

宮� 0883-78-3003

内容� ・展示紹介・体験学習

理学療法部門作業療法部門

.模擬居焼そぱ-たこ焼・おでんなど

・その他，ライブ・イベン卜多数あり

※様々な催し物がみなさまをお待ちしておりま

す。ぜひお越しください。(学園祭実行委員会)

平日 午後� 6時から翌朝� 9時まで 問い合わせください。� 

休日 午後 7時から翌朝� 9時まで

固
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